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－ 新たな産業を開拓し文明に貢献する －
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　工学院は、工学の基幹と考えられる機械系、制御システム系、
電気電子系、情報通信系、経営工学系の５つの研究分野の教員
200名以上からなる、東京工業大学で最も大きな教育研究組織
です。2016年の教育改革で刷新された教育カリキュラムを通じ
てグローバルに活躍できる工学人材の育成と共に、世界最高水準
の研究活動を推進しています。本冊子は、多岐にわたる工学院の
研究分野を一望し、かつ各教員の研究課題を一覧にしたものです。
　研究分野の構成については、社会の要請に対応するため、各
系における研究分野を大きな研究グループに分け、さらに研究グ
ループを小規模の教員によって構成される研究フィールドに細分

しています。この分類の他に、SDGs等のグローバルな研究課題に対応するべく、複数の系を横
断する研究グループ・フィールドとして、スマートパワーグリッドグループ、統合IoT技術グルー
プ、ヒューマンセントリックグループ、生物を超えるロボットグループの４つの系横断研究グルー
プが設定されています。系横断研究グループは関連する複数の系の教員によって構成されていま
す。これらの研究組織を通じて、各研究グループでの人材育成や教員独自の独創的研究のみなら
ず、産学連携研究や世界の有力大学や企業との国際共同研究を推進してまいります。
　未来社会に貢献する工学院の教育・研究にご期待ください。

工学院長　২দ ༑

学院長メッセージ

工学院執行部：

　෭ֶӃ
　　   ౻ా ӳ （໌教育担当） Ҫ্ ޫଠ（財務・施設担当）
　　   แ （企画・安全担当） ྛ େ （ี研究・国際・広報担当）
（総務・人事評価担当）ߒխ ޱࢁ   　　
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工学院の構成と研究グループ
　工学院は以下の5つの系で構成されており、大学院の学生はコースに所属しています。研究はグループ・フィー
ルドとして組織された体制で実施しています。さらに、工学院では系の枠組みを超えた連携を図るため、「系横断
グループ」を設置して活動を推進しています。

工学院の構成 研究グループ フィールド

ܥցػ

ցίʔεػ
ΤωϧΪʔίʔε˞ 
ΤϯδχΞϦϯάσβΠϯίʔε˞ 
ϥΠϑΤϯδχΞϦϯάίʔε˞ 
˞ίʔεֶ֩ࢠݪ

熱流体 エネルギー工学、推進工学、環境熱流体工学
材料・加工 先進製造技術、先進機能材料、安全・安心技術
機械システム システム統合、ダイナミクス、機械要素、マイクロシステム

知能システム ロボティクス、ヒューマン・マシン・インターフェース、知的メ
カノプラットフォーム

機械フロンティア 航空宇宙、医工学、人間中心デザイン、マルチサイエンス、
メゾスケール工学

γεςϜ
ܥޚ੍

γεςϜ੍ޚίʔε
ΤϯδχΞϦϯάσβΠϯίʔε˞

制御 インテリジェントロボット、サイバーフィジカルシステム、複雑
ネットワークシステム

先端計測 設計応用計測、コンピュータビジョン・画像処理、波動応用計測
システム解析 非線形・確率力学、計算力学、交通動力システム解析
システム構築 バイオロボット、AI ロボティクス

ؾి
ܥࢠి

ίʔεࢠిؾి
ΤωϧΪʔίʔε˞ 
ϥΠϑΤϯδχΞϦϯάίʔε˞ 
˞ίʔεֶ֩ࢠݪ

回路 集積回路
波動通信 フォトニクス、無線通信、超音波・光センシング

デバイス 化合物デバイス、テラヘルツデバイス、
グリーンデバイス、量子機能デバイス、知的デバイス

電子材料・物性
エネルギーエレクトロニクス、スピントロニクス、ナノ・バイオ
フォトニクス、有機エレクトロニクス、集積エレクトロニクス、
バイオエレクトロニクス

電力・エネルギー 電気機器、電力系統、パワーエレクトロニクス、プラズマ・環境

ใ
௨৴ܥ

ใ௨৴ίʔε
ϥΠϑΤϯδχΞϦϯάίʔε˞

人間情報システム メディア情報処理、感覚情報処理、知的情報処理、生体情報処理
信号処理 メディア信号処理、逆問題
通信・ネットワーク・
セキュリティ 通信方式、情報理論、通信ネットワーク

集積回路・計算機 デジタル集積回路、アナログ集積回路
情報通信融合 高度分散情報通信システム

Ӧܦ
ܥֶ

ίʔεֶӦܦ
ΤϯδχΞϦϯάσβΠϯίʔε˞

コーポレート・
システム創造 企業ガバナンスシステム、経営戦略・マーケティング

先端マネジメント・
パラダイム創造

オペレーションズ・マネジメント、インダストリアル・システム、
人間中心型システム

分析技術創造 オペレーションズ・リサーチ、数理・情報技術、
計量経済学、ビジネスデータサイエンス

エコノミック・
サイエンス

マクロ経済学・数量経済史、ミクロ経済学・ゲーム理論、地
球環境、ヒューマノミクス

※複数の系に関連しているコース

ԣஅάϧʔϓܥ

౷߹ *P5 ٕज़

無線通信
集積回路
サイバーフィジカルシステム
インテグレイテドロボティクス

ώϡʔϚϯ
ηϯτϦοΫ

ヒューマノミクス
人間中心デザイン
知覚 AI
サイバネティクス

εϚʔτύϫʔ
άϦου

再生可能エネルギー発電
電力変換
電力制御
電力貯蔵
電気機械エネルギー変換

ੜΛ͑Δ
ϩϘοτ

アルゴリズム・制御
ソフトロボット
サイバーフィジカルセンシング
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౷߹*P5ٕज़Gɹ
αΠόʔϑΟδΧϧγεςϜ'

ಛఆڭतɹ౻ా ೭
ロボティックネットワークの分散協調制御／ビジュアル
フィードバック推定・制御／エネルギーマネジメントシス
テム

।ڭतɹാத ݈ࢤ
サイバーフィジカルシステム設計のための分散制御・最適 
化・学習アルゴリズム開発

౷߹*P5ٕज़Gɹ
౷߹ϚχϡϑΝΫνϟϦϯά̛

Ұ߁ तɹླڭ
新しいアクチュエータの開発と、生物型ロボット、ソフト 
ロボット、身体サポートウェア、タフロボット、マイクロ 
ロボットへの応用

ॿڭ　ߐ ༟೭
新型アクチュエータを中心とした要素技術の研究及びそ 
のマイクロロボットや小型メカトロニクス機器への応用

।ڭत　ాத ஐٱ
高周波振動やレーザ加工・付加加工技術を援用した新し
い加工技術／微細加工・計測技術の生体工学への応用

ॿڭ　ग ᙜ
三次元データを中核とした設計・製造プロセスのデジタル
化、自由曲面の加工・計測、およびインテリジェントマニュ
ファクチャリングシステムの構築

౷߹*P5ٕज़Gɹ
*P5ηϯα̛

ࢠत　ଟ ກڭ
ワイドギャップ半導体を用いた室温動作量子センサおよび 
パワーデバイス／エネルギー分野および医療分野への応
用 を目指し材料からシステムまで研究
।ڭत　 ࡚ؠ೭
ダイヤモンド中の原子レベル構造を利用した量子センシ
ングおよび量子光源技術／次世代低損失パワー デバイス
および生体・医療応用への展開を推進
ॿߥ　ڭҪ ޛܛ
ダイヤモンド中のスピン制御技術による精密センシング及
びイメージング／ IoT時代に向けた新たな測定プロトコルの
開発からライフサイエンス・エレクトロニクスへの応用まで

౷߹*P5ٕज़Gɹ
*P5ूੵճ࿏̛

त　Ԭా ݈一ڭ
ミリ波無線機／第5世代携帯（5G）／IoTバッテリーレス
無線機／CMOS集積回路／PLL／原子時計／テラヘルツ
無線通信・センシング・イメージング

ॿڭ　നࠜ ಞ࢙
5G ／ IoT ／衛星通信／無線通信／無線電力伝送／無線指
紋／高放射線耐性無線機

ԣஅάϧʔϓܥ *OUFHSBUFE *P5 GSPVQ

IoT技術を用いた超スマート社会の実現のため、系の枠組み
を超えた研究グループを構成して研究活動を行っています。

౷߹ *P5 ٕज़̜ *P5 ٕज़Λ༻͍ͨεϚʔτࣾձͷ࣮ݱ

୲ڭһ

౷߹*P5ٕज़Gɹ
εϚʔτϫΠϠϨε̛

त　ኍ ೋڭ
ミリ波導波管型高効率平面アンテナ／ 2次元ビーム切替
一体回路／アンテナ設計のための高速電磁界解析／ 2次
元直交多重伝送システム
ςχϡΞτϥοΫॿڭɹށଜ ਸ
電磁波工学に基づくアンテナ・無線通信システムの研究
／大規模電磁界解析／近傍界通信システム／人工衛星搭
載用アンテナ／無線電力伝送用アンテナ
त　 ڭ
無線通信の伝送技術とネットワークの研究に従事／特に
変復調技術の改良のため、新規のディジタル信号処理、
適応フィルタ、確率統計アルゴリズム等を開発
ॿڭ　ு ༟
移動通信／ミリ波通信／MIMOシステム／MU-MIMOシ
ステム／ユーザ・スケジューリング／無線センサネット
ワーク

ܒ ޱࡕ　तڭ
B5G ／ IoT ／ミリ波／無線電力伝送
コネクティッドカー／自動運転

।ڭतɹλϯ βΧϯ
ギガビット級無線基幹回線ネットワーク，AIを活用する無
線リソース制御・最適化／ドローンを活用するIoTネット
ワーク
ಛڭत　౻Ҫ ً
第5.5世代・第6世代移動通信システムの無線伝送技術／移動
通信三次元空間セル構成技術及びネットワーク連携制御技術／ 
HAPSセルラーシステム／災害対応ドローン無線中継システム
ಛ।ڭत　ද ӳؽ
第5.5世代・第6世代移動通信システム／第5世代・第6
世 代移動電波伝搬／ HAPSセルラーシステムの電波伝搬
／移動電波伝搬の国際標準化

ಛఆڭत　Ԟଜ 
次世代移動通信システム／無線アクセス技術／無線アク
セスネットワーク／移動無線応用

౷߹*P5ٕज़Gɹ
*P5ηΩϡϦςΟٕज़̛

।ڭतɹࠤʑ 
IoT ／コンピュータセキュリティ／コンピュータシステム
／計算機アーキテクチャ／ワークロード解析

౷߹*P5ٕज़Gɹ
௨৴̛ࢠྔ

।ڭतɹদຊ ོଠ
量子通信／誤り訂正符号／情報理論

IoT集積回路Ｆ

60GHz CMOS
集積回路

サイバーフィジカルシステムＦ
スマートスカイ

IoTセキュリティ技術Ｆ

量子通信ＦIoTセンサＦ

ウェラブル
センサ

統合マニュファクチャリングＦ
スマートマニュファクチャリング

©JST

スマートワイヤレスＦ

自動運転 衛星通信
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୲ڭһ

ώϡʔϚϯηϯτϦοΫGɹ
ਓؒத৺σβΠϯ'

࢙तɹԬా ণڭ
数学・物理の観点からのロボットの設計・制御を行い、こ
の技術を人の行動誘導に応用し、運動の力学解析・設計、
誘導手法開発に取り組む
࢙तɹా Ղڭ
人間情報工学や統計数理を用いて、生活機能が変化する
人の行動を観察・分析し、安全性と社会参加を可能とす
る日常生活システムの方法論を創造します。
।ڭतɹੁݪ ༤հ
ロボット・機械システムの機構・設計・制御／乗用2足歩
行ロボット、階段昇降車いす、エアロトレイン、人力ロボ
ティクス、パラレルワイヤ機構、移動ロボット機構
।ڭतɹํ 
メカトロニクスと医用工学をベースとした、医療デバイス・
機械システムの研究：生体内発電／人工心臓技術／体内
への非接触給電／筋収縮制御など
ॿڭɹࢁ ӯඒࢠ
ヒトが環境情報を知覚し運動を実行するまでの情報処理の
流れを計測データから物理法則を考慮してモデル化し、統
計数理モデルを用いて理解するための方法論を構築します

ॿڭɹદ ݡ
機械工学・ロボット工学の技術に基づく，人の生活する環
境で人と共にあり人のサポートをするロボットの研究開発

ώϡʔϚϯηϯτϦοΫGɹ
֮"* '

ಓ（未来産業技術研究所）ߴ तɹதຊڭ
ヒューマン嗅覚インタフェース／嗅覚ディスプレイ／匂いセンサ
感性情報センシング／組み込みシステム
生物の仕組みをまねたセンサシステム

।ڭतɹࣰ ོ
音声認識理解／音声言語情報処理／機械学習

।ڭतɹล ٛߒ
コンピュータビジョン／拡張現実／視覚ディスプレイ／
デジタルアーカイブ／ヒューマンコンピュータインタラク
ション

ώϡʔϚϯηϯτϦοΫGɹ
ώϡʔϚϊϛΫε'

तɹຓඌ େڭ
経営組織論、経営戦略論、情報・知識システム／知識創
造行動の支援環境、外部知識の獲得活用方法、組織間関
係の再構築などの研究を進めている
।ڭतɹా ܙඒࢠ
ゲーム理論を用いた組織・サービス形態の分析／インダストリ
アル・エコノミクス／実験経済学／数値計算／混雑・警備・災
害救助等の社会システム

ॿڭɹϗʔ όοΫ
Well-Beingを達成するサービスシステム、特に、人の行動・
態度を変革し成長を促すようなサービスに着目して研究

ώϡʔϚϯηϯτϦοΫGɹ
αΠόωςΟΫε'

ٻ तɹதౡڭ
スポーツ等の人体動作のモデリング／シミュレーションに
よる人体動作の最適化および最適用具・機器の設計・開
発／ヒューマノイドロボットを用いた人体動作研究
ॿڭɹݩ তق
作業姿勢・動作の生体力学解析と異常検知／作業環境の
最適設計／生体計測技術／交通システムのための周辺環
境認識技術

ԣஅάϧʔϓܥ HVNBO CFOUSJD GSPVQ

デザイン・エコノミクス・情報処理・サイバネティクスといった多面的な視点から人間中心のエンジニアリングを
推進します。

ώϡʔϚϯηϯτϦοΫ̜ ਓؒத৺ͷΤϯδχΞϦϯά

ே㛫୰心䝕䝄䜲ンF
生ά/♫の

ロボ䝍䜲䝊ーシ䝵ン

䠄機械系䠅

経営工学型
現場・実証アプローチ

経済学型モデル・
アプローチ

䝠䝳ー䝬䝜䝭䜽スF
生ά者を୰心䛻䛚䛔䛯
᪂䝬䝛䝆䝯ント䝟䝷䝎䜲ム

䠄⤒Ⴀᕤ学系䠅

人間中心の
超スマート社会知ぬAI F

どぬ・⫈ぬ・ゐぬ・Ⴅぬなど
ே㛫の知ぬシステムのᣑᙇ

䠄情報㏻ಙ系䠅

䝃䜲䝞䝛テ䜱䜽スF
ே体䝯カ䝙䜽ス⌮ㄽの☜❧と䠈
ᗣ・⚟♴䠈་⒪䜈の㈉⊩

䠄システム制御系・機械系䠅
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ԣஅάϧʔϓܥ SNBSU 1PXFS GSJE GSPVQ

工学院では、パワエレと蓄電池を核とする分散協調制御の研究開発による再生可能エネルギーの高度利用を推進し
ていくため、系の枠組みを超えた研究グループ「スマートパワーグリッドG」を構成して研究活動を行っています。

電力制御Ｆ
・システム制御 ・ス䝬ートシテ䜱
・システム⛉学 ・㟁ຊ䝛ット䝽ー䜽制御
・䝝䜲䝤䝸ッドシステム

電力変換Ｆ

・䝟䝽䜶䝺
・┤流㏦㟁
・ኴ㝧ග発㟁
・䝰ー䝍ド䝷䜲䝤
・㟁気自動㌴

ス䝬ート䜾䝸ッド⏝変ჾ

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ発電Ｆ

・㢼ຊ発㟁
・ኴ㝧ග発㟁
・㟁ຊシステムの制御・
㐠⏝・計⏬

・ศᩓᙧ㟁※の系⤫㐃系

送電電力

t

送電線

雷

ᨾの㢼ຊ発㟁のᣲ動

システム制御系

電力貯蔵Ｆ

・䝸䝏䜴ム䜲䜸ン㟁ụ䚸
・ḟୡ௦✵気㟁ụ
・⇞ᩱ㟁ụ

機械系
電気電子系

電気電子系

スマートパワーグリッド

電気機械
エネルギー変換Ｆ

・㥑動⏝䝰ー䝍
・発㟁機
・☢気㍈ཷ

電気電子系

εϚʔτύϫʔάϦου̜ ༺རߴੜՄΤωϧΪʔͷ࠶

୲ڭһ
εϚʔτύϫʔάϦουGɹ
ిྗม'

तɹ౻ా ӳ໌ڭ
パワーエレクトロニクス／電気機器／太陽光発電用電力
変換器／小水力用発電機制御／誘導加熱／非接触電力伝
送

।ڭतɹഡݪ 
パワーエレクトロニクスの次世代電力システム／電池電力
貯蔵システム／電気自動車／再生可能エネルギーへの応
用
ςχϡΞτϥοΫॿڭɹࠤ ݑҰ࿕
パワーエレクトロニクス機器の電力系統への応用
洋上風力発電用高圧直流送電／電力系統の過渡解析／配
電系統の電力品質

εϚʔτύϫʔάϦουGɹ
̛ցΤωϧΪʔมػؾి

໌ तɹઍ༿ڭ
パワーメカトロニクス、インテリジェントドライブ：磁気浮上
して回転する東工大独自の発想のベアリングレスモータの研
究、次世代自動車用モータに関する研究など
।ڭतɹਗ਼ా ګฏ
電気機器／メカトロニクス／レアアースフリーモータ／リ
ラクタンスモータ／自動車用モータ／ベアリングレスモー
タ／磁気軸受

ॿڭɹ౻Ҫ ༐հ
電気機器／パワーエレクトロニクス／制御工学／非接触
磁気支持／モータドライブ

εϚʔτύϫʔάϦουGɹ
'ੜՄΤωϧΪʔൃి࠶

ςχϡΞτϥοΫॿڭɹՏล ݡҰ
電力システム工学／電力工学／発電工学
電力システム／風力発電／太陽光発電／電力貯蔵
パワーエレクトロニクス応用／最適化計算

εϚʔτύϫʔάϦουGɹ
'ޚ੍ྗి

तɹҪଜ ॱҰڭ
太陽光発電や風力発電などの大量の再生可能エネルギー
を受容する調和型電力系統制御理論と電力市場を含む電
力系統全体の統合的なシステム設計理論の構築
।ڭतɹੴ࡚ 
レトロフィット制御に基づく分散的な電力システムの安定
化と蓄電池や太陽光発電の大量導入に向けた次世代電力
市場設計

εϚʔτύϫʔάϦουGɹ
ిྗஷଂ'

तɹฏҪ लҰڭ
燃料電池・リチウムイオン電池・リチウム空気電池・熱流
体環境機器のin-situ/X線/MRI可視化および数値熱流体
解析による高効率電力貯蔵に関する研究
।ڭतɹ෦ ਸ
X線可視化計測および数値熱流体解析による燃料電池・リ
チウムイオン二次電池をはじめとした電気化学デバイス内
部のナノ・マイクロスケール輸送現象に関する研究
ॿڭɹၲۄ ֶ
全固体リチウムイオン二次電池／ X線CT撮影
電気化学シミュレーション／気液二相流／水電解
大規模数値解析／ヒートパイプ
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ԣஅάϧʔϓܥ SVQFS #JP 3PCPUJDT GSPVQ

センシング・アクチュエータ・アルゴリズムの進化した生物を超える次世代ロボットを創出し、従来技術では未解
決だった課題に対するブレークスルーに挑みます。

生物を超える機構・
知的計測・制御の
融合領域の開拓

機械系システム制御系

新領域による実験フィールド

Ｒｏｂｏｔ Ｚｏｏ/Sky/Aqua ソフトロボット学ソフ

生物と親和する
ロボットの創造

群れロボット制御
異種のドローンや移動
ロボットを複数制御

耳を澄ますドローン

 
 

 
 

 

心拍などの
生体情報取得

周辺環境認識
高齢者見守り

生物を超える機構

要救助者の捜索

気管支内を移動する
自走式カテーテル

柔軟流体ロボットで病変を発見 先端計測技術と
移動技術の融合

ੜΛ͑ΔϩϘοτ̜ ੜΛ͑Δੈ࣍ϩϘοτٕज़ͷग़

୲ڭһ
ੜΛ͑ΔϩϘοτGɹ
ΞϧΰϦζϜɾ੍ޚ'

तɹྛ େีڭ
生物－機械融合系による生物規範型適応アルゴリズムの
解析／自律分散型ロボットシステムの構築／ロボットシス
テムの動作計画アルゴリズム構築

ߦतɹ௩ӽ लڭ
生物の筋肉構造や動作原理を参考にしつつ、適応性や様々
な機能性に富む流体アクチュエータの開発研究／また、医
療ロボットや災害救助ロボットへの適用にも挑戦

ੜΛ͑ΔϩϘοτGɹ
ιϑτϩϘοτ'

Ұ߁ तɹླڭ
新しいアクチュエータの開発と、生物型ロボット、ソフト
ロボット、身体サポートウェア、タフロボット、マイクロ
ロボットへの応用

ݰ ౻तɹԕڭ
新しく実用的なロボット・機械システムの設計開発／移動
ロボット、廃止措置用ロボット、超長尺マニピュレータ、
ワイヤ駆動ロボット、福祉ロボット

ੜΛ͑ΔϩϘοτGɹ
αΠόʔϑΟδΧϧηϯγϯά'

।ڭतɹେࢁ ਅ࢘
音波、光、電波など種々の媒体を利用した位置計測や、
温度・風速分布の可視化、フレキシブルな構成をもつ新
たなCTシステムなどに関する計測技術

।ڭतɹాத ਖ਼ߦ
画像解析／マルチスペクトル画像生成／複数画像を用い
た画像融合／画像生成モデルや最適化計算／機械学習な
どに基づく画像処理
ಛڭतɹதᢕ Ұത
音・ロボットをベースとしたロボット聴覚、環境理解研究
など、機械学習、AI、ロボット、信号処理、音声処理にか
かわる研究を基礎から応用に至る技術の研究・開発
ॿڭɹׯ ޭଠ
音による周辺環境認識／音環境理解／音響計測／音響信
号処理／ロボット聴覚／ドローン聴覚／災害救助ロボット
／超音波
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ͱਓྨͱͷௐΛͳ͢৽͠ڥɺ͠ݟཧɺํ๏Λൃݪɺݱɺ৽ͨͳͪͨࢲ
ɻ͢·͍ߦΛڀݚҭͱڭցΛ͢ΔͨΊͷػ͍

機械系では、機械工学分野における高度な専門知識を学修するだ
けでなく、自ら問題を設定し、それを解決する能力や、国際的な
コミュニケーション力を身につけることで、将来、日本の国際競
争力を維持・向上させ、産業界・学術界で活躍できる人材の養成
を目指しています。優れた教育・研究環境で、機械工学のフロン
ティアで活躍する教員と一緒に、自らの可能性を切り拓いてみま
せんか？ 系主任

Ҫ্ ߶ྑ

༰ڀݚ
　機械系では、機械工学を基盤とした学問/研究領域の拡
大を図るべく積極的な取り組みを進めており、エネルギー
高度利用、先進機能材料、デジタルマニュファクチャリン
グといった分野に貢献するべく、総合技術としての機械
工学の強みを遺憾なく発揮する研究教育体制を構築して
います。また、産業界と強い結びつきを持つロボティクス
や先進製造技術といった領域でも優れた成果を挙げてい
ることに加え、航空宇宙、医工学といったフロンティア分
野への取り組みにも力を入れています。さらに、機械工学
の見地より、安全・安心の技術開発を進め、人間中心のデ
ザインを志向した研究開発にも取り組んでいます。社会と
の連携という観点では、工学院産学連携室を通して、さま
ざまな研究をしている教員と出会う機会を提供し、社会
に役立つ使える機械工学の創出に貢献しています。

機械系フロンティアG
機械工学の知恵を結集するフロンティア領域
航空宇宙F
医工学F
人間中心デザインF
マルチサイエンスF
メゾスケール工学Ｆ

ҭ༰ڭ
　機械系では、「工業力学」、「材料力学」、「熱力学」、「基礎
流体力学」、「機械力学」、「機械要素及び機械製図」等の必
修科目を通じて、機械システムの動作を解析し、さらにそ
れらを統合し新たな機械を創出するための知識を学修し
ます。これらの機械工学の根幹となる学問領域に加えて、
制御・ロボット・メカトロニクス、精密工学、機械設計、加
工・生産・材料、医用生体・福祉工学、デザイン工学、宇宙
工学等、幅広い領域を研究対象としています。様々な現象
を理論的に解析する能力を身に付けるだけでなく、これ
らを応用して、工学的諸課題を解決し、環境と人類との調
和をなす革新的な機械システムを提案できる人材を養成
することを目的としています。
　機械系（学士課程）の上には、大学院課程として機械コー
ス、エネルギーコース、エンジニアリングデザインコース、ラ
イフエンジニアリングコース、原子核工学コースがあります。

ϑΟʔϧυڀݚάϧʔϓͱڀݚ

熱流体G
熱力学や流体力学をベースとしてエネルギー
／環境技術の最先端を切り拓く
エネルギー工学F 推進工学F
環境熱流体工学F

機械システムG
産業を支える機械要素・機械システムや最先
端MEMSの原理／応用を研究
システム統合F ダイナミクスF
機械要素F マイクロシステムF

材料・加工G
機械構造物の安全・安心技術および先進の材
料・加工技術を研究・開発
先進製造技術F 先進機能材料F
安全・安心技術F

知能システムG
人工知能などを応用した最先端の機械システ
ムの研究・開発
ロボティクスF
ヒューマン・マシン・インタフェース
知的メカノプラットフォームF
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୲ڭһ

ྲྀମ̜ɹ
ΤωϧΪʔֶ̛

ࢸतɹԬଜ ڭ
超電導マグネットや超電導デバイスの冷却システムの開
発、磁気冷凍技術を室温に適用した冷凍機開発など、冷凍・
冷却技術に関する研究
༟ت तɹԞڭ
プラズマ電磁流体を利用した環境適合型クリーン高効率
MHD発電の開発を中心に、エネルギー・環境・航空宇宙
分野における電磁流体力学の技術応用を展開
तɹแ ڭ
二酸化炭素地下貯留技術や原油増進回収に関連する多孔
質内混相流に関する研究、およびマイクロフォーカスX線
CTを用いた流動計測およびデジタルロックへの応用
ޛࠀ तɹՖଜڭ
熱工学的視野から、近接場ふく射輸送と発電への展開、
高出力SOFCに向けた電極内の反応・輸送機構解析、次
世代DPFの開発
।ڭतɹେՏ ࢘
省エネ技術開発を目的とした、過冷却液の凝固能動制御、
食品・生体凍結への応用、コールドチェーン用保冷材、寒
冷地における機器スタートアップ用蓄熱材など

।ڭतɹ （先導原子力研究所）
原子炉の安全性向上と高度化を目指した、原子力熱流動、
流体計測、原子力安全、ロボット遠隔計測等に関する研究

ॿڭɹᖒా ੜ（先導原子力研究所）
原子核工学／原子力社会学／放射線教育

ॿڭɹڮߴ ल࣏（先導原子力研究所）
原子炉の安全性向上と高度化を目指した原子力熱流動の
研究や原子炉施設の廃止措置、廃棄物処理・処分、除染
等に関する研究
ॿڭɹሟੵ ษ
食品・生体・医療用保冷材、空調・給湯・建築用蓄熱材
ならびに冷凍食品における凝固・融解現象の解明　特に
保冷材、蓄熱材、食品の過冷却能動制御と熱物性研究

ྲྀମ̜ɹ
ਪਐֶ̛

तɹখञ ӳڭ （ൣシステム制御系主担当）
高効率移動システムの開発／高効率低環境負荷内燃機関
の開発／レーザー計測による燃焼機構解明／燃焼制御の
基礎研究
ޢ ڮतɹళڭ
乱流／乱流熱・物質輸送及び乱流燃焼現象の解明とモデ
ル化／航空機用及び発電用ガスタービン燃焼器／自動車
用ICエンジン等における乱流燃焼機構の解明と制御
तɹฏҪ लҰڭ
燃料電池・リチウムイオン電池・リチウム空気電池・熱流体
環境機器のin-situ/X線/MRI可視化および数値熱流体解析
によるナノ・マイクロスケール反応・輸送現象に関する研究
।ڭतɹ෦ ਸ
X線可視化計測および数値熱流体解析による燃料電池・リ
チウムイオン二次電池をはじめとした電気化学デバイス内
部のナノ・マイクロスケール輸送現象に関する研究

।ڭतɹࠤ౻ ਐ（システム制御系主担当）
交通システムにおける環境負荷低減／高効率排気後処理
装置の開発／代替燃料エンジン

।ڭतɹࢤଜ ༞߁
航空機・発電用ガスタービンエンジン，内燃機関などを対
象としたレーザ計測・数値計算による乱流及び乱流燃焼
現象の解明とモデリング・プラズマ利用制御
।ڭतɹ୩ ७（融合理工学系主担当）
プラズマ理工学を基盤とする高輝度量子ビーム（イオン、
クラスター、中性子、極端紫外光）の発生に関する基礎研
究と核融合エネルギー分野での応用研究を推進
ॿڭɹၲۄ ֶ
X線CTによる燃料電池ならびに全固体電池の内現象のオペラン
ド観察、電気化学-熱-気液二相流を錬成したのマルチフィジッ
クス大規模数値解析による高効率エネルギー利用に関する研究
ςχϡΞτϥοΫॿڭɹݯ ༐ؾ
反応性乱流の高精度直接数値計算及び現象解明、従来型及
び大規模数値計算DBに基づくAI支援型物理モデル開発、
非線形物理現象予測のための機械学習プラットフォーム開発

ྲྀମ̜ɹ
ֶ̛ྲྀମڥ

तɹ੨ ଚ೭（学術国際情報センター）ڭ
気液二相流、固気液三相流のGPUコンピューティングに
よるエクサスケール超大規模シミュレーションへの挑戦

ྑ߶ तɹҪ্ڭ
極低温から高温、ミクロからマクロ、無重力や強い遠心力
などの極端条件下における伝熱現象の解明と熱制御

तɹɹڭ
圧縮性流れ、自由界面多相流など複雑流体現象を忠実に
シミュレートするための数値解法に関する研究、実応用に
向けた数値流体計算モデルの開発

ಛڭतɹӬ խ࢙
インクジェット液滴の蒸発／浸透／乾燥／ドット形成の物
理解析とシミュレーション

।ڭतɹେ （ྖ学術国際情報センター）
シミュレーションとデータ科学の融合による環境流体解
析と予測／混相乱流現象に対する大規模数値シミュレー
ション
।ڭतɹᴡ౻ ࢤ
ナノ材料による伝熱制御技術の開発
界面を含む移動現象問題の解明
熱を使った材料加工技術の高度化

ಛࢣߨɹՃ౻ ߂Ұ
次世代デジタルプリンティング技術に関する基礎的研究
と、基礎的研究から得られた技術を用いた応用研究

ॿڭɹޱ ୡ
熱物質移動および混相流の複合流動計測およびマルチス
ケール間相互作用に関する光学計測、実験・数値シミュレー
ションによる現象解明

ॿڭɹླ ༞ೋ
宇宙機器等の熱制御を目的とした、ヒートパイプ技術を応
用した熱輸送デバイスの開発および熱輸送特性の解明
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ɹ̜ྉɾՃࡐ
ઌਐٕज़̛

तɹ٢ խڭ
超微細加工など新しい加工技術を開発しその原理を解明
するとともに、それらを用いた機能材料・機能表面・デバ
イスなどを開発
।ڭतɹ੨ ༞ࢠ
レーザーによる表面の機械的・化学的性質の高機能化／
機能性と形状をデザインする新しいデジタルマニュファク
チャリング／機能性薄膜材料の創成・評価と応用
।ڭतɹాத ஐٱ
高周波振動やレーザ加工・付加加工技術を援用した新しい加工
技術・実用デバイスの開発／微細加工・計測技術の生体工学へ
の応用／工作機械案内の振動・トライボロジー特性の向上
।ڭतɹࢁ ٱܟ
アーク、赤外線、高周波誘導を使って加熱し、異種材料間
の表面エネルギーを界面エネルギーに変化させて信頼性
の高い高機能継手を形成する研究

।ڭत　٢Ԭ ༐ਓ（未来産業技術研究所）
先進機械要素および精密メカトロニクスの研究開発とそ
れらを応用したナノ加工及びナノ計測技術の確立

ॿڭɹगɹᙜ
三次元データを中核とした設計・製造プロセスのデジタル
化、自由曲面の加工・計測、およびインテリジェントマニュ
ファクチャリングシステムの構築

ॿڭɹాౡ ਅޗ（未来産業技術研究所）
多軸工作機械および産業用ロボットによる機械加工を目的
とした高速高精度な軌跡制御に関する研究

ॿڭɹத ༎و
輸送機器軽量化のための超高強度鋼板および炭素繊維強
化プラスチックの熱間塑性加工技術の開発、テーラード特
性を持つ高機能部材の製造

ɹ̜ྉɾՃࡐ
ઌػࡐྉ̛

तɹେ ঘڭ （ొ未来産業技術研究所）
材料加工とそのサイエンスを研究しており、特に塑性加工
や、気相成長法による硬質炭素膜（DLC膜）の作製と機械・
電気・生体医療応用に注力
ઍ໌ （フロンティア材料研究所） ౻ࠤतɹڭ
自動車や航空機などの移動手段に多用される炭素繊維複
合材料（CFRP）、並びにCFRPと異種材料の接着接合部に
関する力学的研究
तɹฏా ರڭ
表面機能設計を目的とした、マイクロ・ナノマテリアルの
適用による超精密ポリシング、コーティング、レーザ加工、
トライボロジー、材料計測評価技術
ಛ।ڭतɹాத ਅೋ（未来産業技術研究所）
建設機械用油圧機器のダントツ化を目指した、実機摺動
部の可視化、潤滑解析、摺動材や潤滑剤の摺動特性評価
等のトライボロジー技術に関する研究
ॿڭɹؔޱ ༔（フロンティア材料研究所）
生物にみられる分子間力を利用した可逆接合の工業応用
のための基礎研究を中心に、接着接合の設計・強度評価・
強度向上に関する研究

ॿڭɹฏా ༞थ（未来産業技術研究所）
プラズマによる硬質系炭素薄膜の合成と評価、および数
値解析による合成メカニズムの解明と制御

ॿڭɹ౧Ԃ ૱
機械損失および摩耗を防止し、摩擦に起因した予期せぬ
挙動を制御するためのトライボロジーの基礎的研究とその
応用による問題解決

ɹ̜ྉɾՃࡐ
҆શɾ҆৺ٕज़̛

࢚तɹҪ্ ༟ڭ
非破壊検査（赤外線サーモグラフィ、超音波）、衝撃問題、
逆問題解析を中心とした材料力学分野におけるテーマを
研究
।ڭतɹҼ഼ ߊ（融合理工学系主担当）
力学と材料科学の両面から、様々な材料のミクロな特性
から自動車、発電プラントといった大きな機械構造物まで
を対象とする革新的機械構造物の研究・開発を実施

।ڭतɹۙ౻ ਖ਼૱（先導原子力研究所）
核融合炉工学、高速炉工学、液体金属技術、材料共存性

।ڭतɹݾج ޱࡕ
材料力学、特に熱機関で用いられる耐熱材料システムの
変形・破壊プロセスの解明／実高温環境を再現したダイ
ナミックな実験と大規模数値シミュレーションを実施
ॿڭɹࠇ ༔
超音波を用いた欠陥検出などの非破壊検査や材料の非破
壊評価、赤外線サーモグラフィを用いた欠陥検出、材料
の応力測定、疲労限度推定などに関する研究

ॿڭɹླ ྑ
人工知能／ディープラーニング／医療画像診断／構造最
適設計／複合材料

ցγεςϜ̜ɹػ
μΠφϛΫε̛

໌ ۽तɹେڭ
構造動力学を中心とした機械・構造物のダイナミクスの
解析・設計・応用に関する理論的、実験的およびその混
合型CAEの研究
थ߂ ݪ∁तɹڭ
機械構造物の性能や信頼性・安全性の向上を目指し振動
のメカニズムに着目した、流体関連振動の非線形振動、不
確定性を有する系の振動の研究
߂ Ӝࢁतɹڭ
建設機械、土木機械、車両、メカトロニクス機器、宇宙機
などを対象として、機械のダイナミクス、制御、トライボ
ロジーに関する研究
।ڭतɹத 
摩擦振動（ブレーキ鳴きなど）や切削加工時に生じるびび
り振動など自励振動の発生メカニズムの解明や抑制に関
する研究
ॿڭɹా ੜഅ
低サンプリング周波数で実行する能動的音響制御、人体
に発生する微小振動（振戦）の発生メカニズムの解明とモ
デリングならびに抑制手法の開発
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ցγεςϜ̜ɹػ
ցཁૉ̛ػ

ߦෟ ৴ؠतɹڭ
ロボット機構の運動学と動力学／冗長/劣駆動機構の運動
制御／機能性材料アクチュエータ／機械騒音の高精度推定
と騒音低減化構造最適化／機構と構造物の振動モード解析
ಛڭतɹখྛ ߃
歯車・ねじをはじめとする機械要素の接触・変形等の状
態解析と設計、自動車用ドライブトレーンシステムの開
発
।ڭतɹݪ ਫ਼Ұ（システム制御主担当）
表面性状や加工情報のセンシング／計測情報の処理およ
び評価／品質工学・感性工学を援用した設計／表面性状
のモデリングと表示

।ڭतɹদଜ ໜथ（未来産業技術研究所）
動力伝達系のダイナミクス、省エネルギー化

ಛ।ڭतɹদӜ େี
機械要素の解析と設計、ロボティクス、メカトロニクス、
画像計測、ビジュアルサーボ、非接触マニピュレーション、
福祉機器開発
ॿڭɹ҆Ҫ Ґ
機械製図規格の理解度についての調査を元にした、授業
内容の改良と独習型e-learningシステムの開発に関する
研究

ցγεςϜ̜ɹػ
ϚΠΫϩγεςϜ̛

（未来産業技術研究所）߂ तɹ٢ాڭ
微小領域でパワーを要する作業を行う高機能ソフトマイク
ロロボット実現のため、ニューアクチュエータなどの先進
メカノデバイスおよびシステムを開発
।ڭतɹۚ ढ़（未来産業技術研究所）
MEMS技術と機能性流体ECFを融合した世界トップのパ
ワー密度を有するマイクロ液圧源とそれを応用したアク
チュエータシステム

γεςϜGɹ
ϩϘςΟΫε'

Ұ߁ तɹླڭ
新しいアクチュエータの開発と、生物型ロボット、ソフト
ロボット、身体サポートウェア、タフロボット、マイクロ
ロボットへの応用
ੜߦ तɹాڭ
産業用ロボット、福祉機械、自動機械をはじめとする機械
システムの機構設計／機構の構造設計、機構の運動・静
力学・動力学解析と設計手法の開発／新機能要素の開発
ݰ ౻तɹԕڭ
新しく実用的なロボット・機械システムの設計開発／移動
ロボット、廃止措置用ロボット、超長尺マニピュレータ、
ワイヤ駆動ロボット、福祉ロボット

ಛڭतɹதଜ ༟࢘（電気電子系主担当）
未来の人協働ロボット用軽量アクチュエータの研究／メカ
トロニクス／モーション制御

ಛ।ڭतɹԕ౻ ԝ
協働ロボット、軽量アクチュエータ、メカトロニクス、産
業用ロボット

ॿڭɹߐ ༟೭
新型アクチュエータを中心とした要素技術の研究及びそ
のマイクロロボットや小型メカトロニクス機器への応用

γεςϜGɹ
ώϡʔϚϯɾϚγϯɾΠϯλʔϑΣʔε'

।ڭतɹా ࢠو
脳科学／感覚知覚情報処理／視覚・触覚マルチモーダル
情報提示機器／注意/不注意

Ӝ ஐࡾɹࢣߨ
ヒューマンマシンインターフェース／ブレインマシンイン
ターフェース／ VR・AR/AI・最適化／手術支援ロボット
／医療ロボティクス／福祉ロボティクス

γεςϜGɹ
తϝΧϊϓϥοτϑΥʔϜ'

ॿڭɹׯ ޭଠ
音による周辺環境認識／音環境理解／音響計測／音響信
号処理／ロボット聴覚／ドローン聴覚／災害救助ロボット
／超音波

ցϑϩϯςΟΞ̜ɹػ
Ӊ̛ۭߤ

ɹষ߾तɹڭ
材料力学および複合材料力学と複合材料の成形や3Dプリ
ンタを用いた新しい複合材料の開発

ࡾ तɹদӬڭ
宇宙システム工学の実践：再構成宇宙システムや小型ロ
ボット/衛星/宇宙機 システムなどの概念創造、基礎研究、
設計・開発・打上・運用
ಛఆڭतɹܟོ ాؠ
航空宇宙システムの誘導・航法・制御・力学（宇宙機の姿勢
軌道制御系・推定系・姿勢機器等）の研究開発、宇宙機設計、
プロジェクトマネジメント・システムズエンジニアリング
।ڭतɹݹ୩ 
宇宙空間における構造物ならびに構造システムの開発と
力学特性の解明／展開宇宙構造物の概念設計／構造シス
テムの最適設計

।ڭतɹࡔຊ ܒ
軽量柔軟構造の動力学解析手法を研究し、革新的な宇宙
構造物の創出を目指す

।ڭतɹాத തਓ
ペンギンやハチドリなどの生物の飛翔・遊泳の流体力学的
メカニズムの研究、 および小型で安全な生物規範型飛翔・
遊泳ロボットの微細加工技術を駆使した開発
।ڭतɹத ༸ت
次世代宇宙システムの機構・ダイナミクス・制御に関する
研究／宇宙ロボット、軌道上サービス技術、宇宙飛行士支
援技術、超小型衛星等
।ڭतɹਫ୩ ٛ߂
航空宇宙機、各種プラント、自動車、大型建機を対象とし
た非破壊検査、状態監視、健全性保証と制御に関する技
術とそれらの技術への人工知能の適用に関する研究
ಛఆ।ڭतɹా ಞ࢘
次世代の宇宙システム／小型衛星／宇宙ロボットなどの
企画検討と研究開発、そのための将来技術ロードマップ
作成
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ಛఆ।ڭतɹখᖒ ޛ
衛星システム(通信衛星/観測衛星)、大型展開アンテナの
設計/解析/検証、非線形有限要素法、柔軟多体構造物解
析、合成開口レーダ、搭載ソフトウェア、FPGA
ςχϡΞτϥοΫॿڭɹத ढ़େ
宇宙航行力学、宇宙機の軌道設計、航法誘導制御、軌道・
姿勢制御、深宇宙ミッション設計、宇宙機のシステム設計、
ソーラーセイル、動力学シミュレーション 

ցϑϩϯςΟΞ̜ɹػ
ҩֶ̛

ಁ तɹখມڭ
ロボットハンドによる物体の把持・操作、体内操作のため
の手術ロボット、および、がん研究などのためのMEMS
技術を用いた細胞培養デバイスの研究

（未来産業技術研究所） ࢜तɹਐڭ
医用メカトロニクス、マイクロ・ナノメカトロニクス（人
工心臓、MEMSアクチュエータ、高応答アクチュエータ）

（未来産業技術研究所）ؽ तɹॳᖒڭ
機械工学とバイオテクノロジーの融合技術を用いて、ライ
フサイエンス用デバイス、医療診断/解析デバイス、新た
なナノ加工法、マイクロメカニズムなどの研究開発

（未来産業技術研究所）ࢠतɹ ℮ా อڭ
バイオMEMS技術によるライフサイエンス研究や医歯工
学研究／極限環境計測用デバイス開発研究

।ڭतɹੴా 
創薬支援や医療応用を目的に、ナノマイクロ技術を用いて
細胞の特性を調べ、それを利用し、従来技術では難しかっ
た機能を実現するバイオマイクロデバイスの研究
।ڭतɹ∁ࢁ ढ़உ
ロボットハンドの機構，柔軟構造を生かした移動体やアク
チュエータ、メカトロニクス技術の手術・検査機器への応
用、細胞培養や顕微鏡下観察の為のマイクロ流体デバイス
।ڭतɹ ߞଠ（未来産業技術研究所）
腹腔鏡手術、硝子体手術、形成外科手術などを対象とし
た手術支援ロボット、ヒトと機械のインターフェース、空
気圧システムの研究開発
।ڭतɹഭ ࢤو（未来産業技術研究所）
マイクロ・ナノ空間における流体や界面の特徴的な振る舞
いを利用した、革新的化学・生化学分析システムや材料
生産プロセスの研究開発と社会実装を力強く推進
।ڭतɹീ ಁ
ヒトと機械を脳や神経のレベルでつなぐ神経インタフェー
スなど、神経科学や認知科学の知見を応用した医用生体
工学に関する基礎・応用研究
ॿڭɹਿా （未来産業技術研究所）
気泡力学／医用超音波／音響キャビテーション気泡の時
空間制御／超音波造影剤（マイクロバブル）の振動計測／
経皮ドラッグデリバリー

ॿڭɹాࢁ （未来産業技術研究所）
MEMS技術を利用したバイオセンサ/人工細胞膜センサ/
微生物電気化学/光触媒/ナノ粒子合成

ցϑϩϯςΟΞ̜ɹػ
ਓؒத৺σβΠϯ̛

࢙तɹԬా ণڭ
数学・物理の観点からのロボットの設計・制御を行い、こ
の技術を人の行動誘導に応用し、運動の力学解析・設計、
誘導手法開発に取り組む
（融合理工学系主担当）ن࣎ ౻तɹᴡڭ
微小物体力学に基づくロボティクス／生体模倣構造によ
る吸着デバイス／エンジニアリングデザインにおける創造
性
࢙तɹా Ղڭ
人間情報工学や統計数理を用いて、生活機能が変化する
人の行動を観察・分析し、安全性と社会参加を可能とす
る日常生活システムの方法論を創造します
।ڭतɹੁݪ ༤հ
ロボット・機械システムの機構・設計・制御／乗用2足歩
行ロボット、階段昇降車いす、エアロトレイン、人力ロボ
ティクス、パラレルワイヤ機構、移動ロボット機構
।ڭतɹํ 
メカトロニクスと医用工学をベースとした、医療デバイス・
機械システムの研究／生体内発電、人工心臓技術、体内
への非接触給電、筋収縮制御など
ॿڭɹࢁ ӯඒࢠ
ヒトが環境情報を知覚し運動を実行するまでの情報処理の
流れを計測データから物理法則を考慮してモデル化し、統
計数理モデルを用いて理解するための方法論を構築します

ॿڭɹદ ݡ
機械工学・ロボット工学の技術に基づく，人の生活する環
境で人と共にあり人のサポートをするロボットの研究開発

ցϑϩϯςΟΞ̜ɹػ
ϚϧναΠΤϯε̛

तɹ࡚ ஐ༸ڭ
非平衡プラズマを利用した電子駆動触媒に関する研究：
新規触媒開発，オペランド計測を活用した化学反応および
エネルギー・物質輸送現象の解明
।ڭतɹଜ্ ཅҰ
分子エネルギー工学／熱工学／物理化学／分子材料の物
理と工学応用／分子スケールの設計と構造制御によるエ
ネルギー変換機能材料の創出
।ڭतɹࡔ େथ
プラズマによる炭素材料合成と評価、機能材料と金属・
樹脂との複合材料の合成を中心に薄膜工学、材料工学、
材料分析学、無機炭素材料の関連分野を研究
।ڭतɹࢁຊ وت
微細加工で作製したマイクロ・ナノデバイスの主にバイオ
応用。マイクロ・ナノ工学，Bio-MEMS, バイオミメティ
クスなど
ॿڭɹদԼ ਅଠ
超高解像混相流シミュレーションの実現、実応用に向けた
混相流解析ソルバーの開発、界面活性・粘弾性効果等の
界面科学を複合させた数値計算による流体現象の解明

ցϑϩϯςΟΞ̜ɹػ
ϝκεέʔϧֶ̛

ܚतɹ෬৴ Ұڭ
熱工学、エネルギーの視点でレーザ応用、電子機器実装、
デジタルプリンティング、エネルギー機器等、基礎現象か
ら産業応用に至る諸事象
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࣮ੈքʢϑΟδΧϧʣͱใʢαΠόʔʣΛγεςϜͱͯ͠౷߹͠ɺະདྷࣾձʹ
৽͍͠ՁΛ͢Δɻ

新しいモノ・コトを創り出すとき、またそれを使うとき、それが安
全に動き、やがて望む結果をもたらしてくれるという確信を得る
には、システムを全体として捉え、解析することが大変重要です。
システム制御系では、自動車・航空機・ロボット・医療システム・
電力システムなどの人工物はもちろん、生命・社会・環境といった
複雑な現象の本質を見抜き、未来を見通し制御する力を育むこと
で、社会に役立つ新しいシステムを創造していける技術者・研究者
を育成します。

系主任
天谷 賢治

༰ڀݚ
　様々な現象を計測・解析・制御するシステム制御技術は、
産業界をはじめ現代社会の多くの分野で必要不可欠です。
価値あるシステムの創造には、システムの構造を解明し
数理モデルを開発する技術、システムを自在に操るため
の制御理論、システムが置かれている環境をシステム自
体が認識するための計測技術や情報通信技術、システム
を構成するハードウェアやソフトウェアを開発するため
の技術が必要です。システム制御系ではこれらの研究分
野をカバーする以下の研究グループを形成し研究を推進
しています。
　主な研究分野は、システム制御理論、ロボティクスネッ
トワーク、ネットワーク制御、機械情報計測、センシング、
コンピュータビジョン、画像計測、波動応用計測、知的セ
ンシング、不規則振動、確率力学、非線形力学、逆解析、バ
イオメカニクス、バイオロボティクス、内燃機関、燃焼制御、
排気後処理、自律分散システム、信号処理、人工知能、知
能ロボティクス、レスキューロボット、放射線生物等です。

ҭ༰ڭ
　システム制御系では、自然と社会におけるあらゆる「も
の」と「こと」をシステムとして客観的に解析し、その知見
をもとに新たな価値あるシステムを創造するための基礎
的能力を養います。すなわち、計測、制御、設計、システム
科学の学力を機械、電気、情報、数理などの学力とともに
身につけ、それらを発展的に統合する演習を通して、柔軟
な発想力と創造力によって社会に貢献する人材を養成し
ます。新たな価値を持つシステムを創造するための柔軟な
発想力を育成するために、ロボットコンテストを取り込ん
だ授業、社会のニーズを調査しそれにこたえるシステムを
チームで開発する授業など、実践とプロジェクト活動を重
視したユニークな教育プログラムを受講できます。さらに、
所属研究室における特定課題研究や修士論文研究を実施
することで、学んだ専門知識を活用し、新たなシステムを
開発する技術力と組織力を身につけることができます。
　学士課程 大学院課程
　・ 工学院 ・システム制御コース
　・システム制御系 ・エンジニアリングデザインコース

ϑΟʔϧυڀݚάϧʔϓͱڀݚ

制御G
次世代型ロボットやスマートシティまで様々
なシステムを対象とした最先端の制御理論
インテリジェントロボットF
サイバーフィジカルシステムF
複雑ネットワークシステムＦ

システム解析G
生物や人工物などあらゆるシステムを数理的
なアプローチにより分析、そのふるまいを定
量・定性両面から把握する方法論について研究
非線形・確率力学F
計算力学F
交通動力システム解析Ｆ

先端計測G
世の中のさまざまな事象を客観的に把握する
ため、見えないモノまでを見る最先端の計測
技術を研究
設計応用計測F
コンピュータビジョン・画像処理F
波動応用計測F

システム構築G
スポーツ工学・音声認知から機械学習・生物
模倣まで、多様なアプローチで人々を笑顔に
する未来のロボットシステムを構築
バイオロボットF
AIロボティクス
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୲ڭһ

ɹ̜ޚ੍
ΠϯςϦδΣϯτϩϘοτ̛

࢘ฏ ຬࡾतɹڭ
非線形制御理論とその応用／劣駆動系の制御／マルチ
ローターシステムの設計と制御

।ڭतɹࢁ ণؽ
適応・学習制御や非線形システムの状態推定とモデル予
測制御の理論の構築とその理論のロボットや実応用に関
する研究

ॿڭɹᢠా 
ロボティックネットワークの協調制御及びその環境モニタ
リングへの応用／ロボットに対する経路及び計測計画問題

̜ޚ੍
αΠόʔϑΟδΧϧγεςϜ̛

ಛఆڭतɹ౻ా ೭
ロボティックネットワークの分散協調制御／ビジュアル
フィードバック推定・制御／エネルギーマネジメントシス
テム
 ඒത（情報工学系主担当）ࡾतɹڭ
共創システム（Co-creation System）／コミュニケーション
科学／認知神経科学／自己組織システム／ヒューマンイン
タフェース（VR/AR）／ヒューマンロボットインタラクション

।ڭतɹാத ݈ࢤ
人や社会と協調するサイバーフィジカルシステムの設計、
分散制御・分散最適化・分散学習法の開発

̜ޚ੍
ෳࡶωοτϫʔΫγεςϜ̛

तɹҪଜ ॱҰڭ
大規模複雑ネットワーク系のためのシステム制御理論の
構築と、スマートグリッド、インテリジェント交通システ
ム、バイオネットワーク系などへの応用

।ڭतɹૣ ๎ٱ
制御工学／非線形力学系理論／デジタル社会システムデ
ザイン／スマートシティメカニズムデザイン／ゲーム理論  

तɹੴҪ लڭ （໌情報工学系主担当）
制御と情報・通信に関わる研究：ネットワーク化制御／マル
チエージュント系の協調制御／PageRank計算のための分
散型アルゴリズム／制御システムのサイバーセキュリティ

ઌܭଌ̜
ઃܭԠ༻ܭଌ̛

तɹฏా ರ（機械系主担当）ڭ
表面機能設計を目的とした、マイクロ・ナノマテリアルの
適用による超精密ポリシング、コーティング、レーザ加工、
トライボロジー、材料計測評価技術
।ڭतɹݪ ਫ਼Ұ
表面性状や加工情報のセンシング／計測情報の処理およ
び評価／品質工学・感性工学を援用した設計／表面性状
のモデリングと表示

ઌܭଌ̜
ίϯϐϡʔλϏδϣϯɾը૾ॲཧ̛

तɹԞ ਖ਼හڭ
3次元シーン再構成／ステレオビジョン／ストラクチャフロ
ムモーション／インバースレンダリング／マルチスペクトルイ
メージング／コンピュテーショナルイメージング／画像超解像
।ڭतɹాத ਖ਼ߦ
画像解析／マルチスペクトル画像生成／複数画像を用い
た画像融合／画像生成モデルや最適化計算／機械学習な
どに基づく画像処理
ॿڭɹ ༤հ
コンピュータビジョン／画像センシング／画像処理／コン
ピュテーショナルイメージング／カラー・マルチスペクト
ルイメージング／ 3次元シーン復元／生体画像処理

ઌܭଌ̜
ಈԠ༻ܭଌ̛

೭߂ तɹ๘ڭ
超音波を用いて、生体内の弾性的性質や組織構造を推定
し、病変の進行を定量的に評価する手法の開発／海洋・
空中・地中での超音波を用いた計測手法の開発
।ڭतɹେࢁ ਅ࢘
音波、光、電波など種々の媒体を利用した位置計測や、
温度・風速分布の可視化、フレキシブルな構成をもつ新
たなCTシステムなどに関する計測技術
ಛఆ।ڭतɹฏా ৻೭հ
空気中や生体内における超音波の伝搬特性や反射・散乱
特性から、物体の位置や速度、生体内の組織構造や弾性
的性質を推定する手法に関する研究

γεςϜղੳ̜
γεςϜࣾձ'

तɹதඌ ༟ڭ
非線形ダイナミクス／確率過程／リズム現象／自己組織
化現象

（数理・計算科学系主担当）ࢠࠤඒ ҆ߴतɹڭ
社会や経済のシステムで観測される現象の解明／ビッグ
データ解析／非線形輸送現象／群衆行動／複雑ネット
ワーク／相転移現象

।ڭतɹ੨ ږ（情報工学系主担当）
計算論的神経科学／神経回路網の数理／データ駆動科学

।ڭतɹੴ࡚ 
大規模ネットワークシステムに対する分散制御器・推定器
の非集中設計／蓄電池や再生可能エネルギーの大量導入
に向けた次世代電力市場設計
ॿڭɹా ਸ߂
実在する多様なランダム現象の解明／非ガウス不規則励
振系の応答解析／非整数階微積分を含む系のダイナミク
ス
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'ֶྗࢉܭ

࣏ݡ तɹఱ୩ڭ
産業における逆問題の実装／局部腐食解析やメッキ解析
などの電気化学シミュレーション／データ同化を用いた腐
食モニタリング／レンズの収差逆解析
।ڭतɹ࡚ٶ ༞հ
人体の力学的モデリング／傷害メカニズムの解明と予防
／製品・環境の定量的リスクアセスメントと安全設計／実
空間内人間行動・力計測／スポーツ工学
।ڭतɹখ （ޭ情報工学系主担当）
関数最適化・組合せ最適化・多目的最適化のための進化
計算アルゴリズムの開発／未知環境において報酬を手掛
かりに政策を学習する強化学習アルゴリズムの開発
ॿڭɹେ ༗ر
最新の有限要素法による固体の大変形解析／多層樹脂
フィルムの接着面剥離挙動解析／自動車ボディの電着塗
装シミュレーション／塩水環境での局部腐食進展解析

γεςϜղੳ̜
ަ௨ಈྗγεςϜղੳ'

तɹখञ ӳൣڭ
高効率移動システムの開発／高効率低環境負荷内燃機関
の開発／レーザー計測による燃焼機構解明／燃焼制御の
基礎研究

।ڭतɹࠤ౻ ਐ
交通システムにおける環境負荷低減／高効率排気後処理
装置の開発／代替燃料エンジン

ॿڭɹᖒ ߶
熱流体工学／エネルギー変換／次世代内燃機関の燃焼制
御／排気後処理技術／固体酸化物型燃料電池

γεςϜߏங̜
όΠΦϩϘοτ'

तɹྛ େีڭ
生物－機械融合系による生物規範型適応アルゴリズムの
解析／自律分散型ロボットシステムの構築／ロボットシス
テムの動作計画アルゴリズム構築

ٻ तɹதౡڭ
スポーツ等の人体動作のモデリング／シミュレーションに
よる人体動作の最適化および最適用具・機器の設計・開
発／ヒューマノイドロボットを用いた人体動作研究
ߦतɹ௩ӽ लڭ
生物の筋肉構造や動作原理を参考にしつつ、適応性や様々
な機能性に富む流体アクチュエータの開発研究／また、医
療ロボットや災害救助ロボットへの適用にも挑戦
।ڭतɹ୍ϊ্ ਖ਼ߒ （情報工学系主担当）
DNAナノテクノロジー・マイクロ流体工学による、人工
細胞・分子ロボットの自己組織化と、生命システムと物質
の境界を探る生物物理学的問題の解明
ॿڭɹݩ তق
作業姿勢・動作の生体力学解析と異常検知／作業環境の
最適設計／生体計測技術／交通システムのための周辺環
境認識技術

γεςϜߏங̜
"*ϩϘςΟΫε'

ಛڭतɹதᢕ Ұത
音・ロボットをベースとしたロボット聴覚、環境理解研究
など、機械学習、AI、ロボット、信号処理、音声処理にか
かわる研究を基礎から応用に至る技術の研究・開発
（情報通信系主担当࣮） ࢁतɹதڭ
知覚認知や言語理解などの人の情報処理におけるヒュー
マンファクタの検討を、眼球運動や行動反応情報による基
礎研究と教育学習などでの応用研究として実施
（情報工学系主担当）ଜ խࢁतɹڭ
個体毎に異なる性格を持ち感情をあらわにする人工知能
／進化するデジタル人工生命／合成生物学によって強化
した人工生命／新たな発想による分子ロボット
ಛ।ڭतɹࠀ ࢁࢳण
音楽情報処理、音による環境理解、レスキューロボットで
の音響信号処理など、統計的音響信号処理や機械学習に
関する技術の研究開発

ಛ।ڭतɹా ݈࣍
統計的パターン認識（主に画像系）、コンピュータ・ビジョ
ン、機械学習、表情検出の介護・リハビリ分野への応用
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ଟ༷ԽɺߴԽ͢Δݱࣾձͷٕװجज़Ͱ͋ΔΤωϧΪʔٕज़ɺΤϨΫτϩχ
Ϋεɺ௨৴ٕज़ͷװͱͳΔྖҬͷڭҭɾڀݚ

電気電子工学は現代社会の基盤となる科学技術として／豊かで快適
な生活を支えています。本学電気電子系は／水晶振動子の発明／
光通信の実用化／電力理論の構築といった画期的な研究成果をあ
げ／豊かな社会の実現に貢献してきました。
こうした輝かしい伝統を受け継いで／社会に貢献する研究を精力的
に継続し／同時に社会の発展を担う人材を輩出することが私達の使
命です。電気電子系の教育は／盤石な専門力を身につけるカリキュ
ラムと／世界最先端の研究に没頭できる研究室活動とが両輪です。　　

系主任
宮本  恭幸

回路G
高度エレクトロニクス機器に不可欠な
アナログ・デジタル回路設計の先端技術
集積回路F

電子材料・物性G
新機能材料の物性制御と先進
デバイスへの展開
エネルギーエレクトロニクスＦ
スピントロニクスF
ナノ・バイオフォトニクスF
有機エレクトロニクスF
集積エレクトロニクスF
バイオエレクトロニクスF

電力・エネルギー G
電力システム、電力変換、電気機器、
高電圧・環境技術の先端技術を網羅
電力系統F　　パワーエレクトロニクスF
プラズマ・環境F　　電気機器F

波動通信G
次世代通信ネットワークスステムのハード
からソフトまでを一環研究
フォトニクスF　　無線通信F
超音波・光センシングF

デバイスG
低消費電力、超高速等、先進エレクトロ
ニクスに不可欠な革新デバイス研究
グリーンデバイスF 化合物デバイスF
テラヘルツデバイスF 量子機能デバイスＦ
知的デバイスF

༰ڀݚ
　電気電子工学には、電力や情報処理・通信等のシステム
を支えるハードウェア・ソフトウェア双方の技術と、それ
らを支える物性やデバイス等の要素技術が含まれていま
す。電気電子系では、その中でも基盤となり幹となる分野
の教育と、最先端の学術研究及び実用化研究が行われ、そ
の成果は国際的に一流の国際会議や論文誌等で発表され
学術界に貢献するとともに、産業界や行政との連携によ
り社会課題の解決に貢献しています。
　主な研究分野は、パワーエレクトロニクス、電力システ
ム、パワーメカトロニクス、プラズマ工学、光通信工学、
光デバイス、無線通信工学、電子デバイス、磁性デバイス、
スピントロニクス、半導体プロセス、半導体デバイス、セ
ンサデバイス、太陽電池、有機電子材料・物性、有機エレ
クトロニクス、非線形光学、アナログ・デジタル混載集積
回路、電子回路、ナノエレクトロニクス、ナノフォトニク
ス、応用物性等です。

ҭ༰ڭ
　電気電子系では、大規模電気エネルギーの発生と制御、
光・電波等の波動現象を応用した情報伝達システム、情報
処理・通信、コンピュータの基礎となる回路・信号処理、
集積回路、電子デバイス等の多岐にわたる電気電子工学
分野の基礎学力と応用能力を学修します。講義で基礎理
論を学ぶとともに、シミュレータを用いた演習、集積回路
の製作やマイコンプログラミングなど、より実践的で深
い理解を獲得するためのカリキュラムが準備されていま
す。広い視野、創造力、独創性を兼ね備えた先駆的研究者、
指導的技術者、教育者を養成し、関連する産業や研究分野・
教育分野で活躍できる人材育成を目的としています。
　学士課程 大学院課程
　・工学院 ・電気電子コース
　・電気電子系 ・エネルギーコース
 ・ライフエンジニアリングコース
 ・原子核工学コース

ϑΟʔϧυڀݚάϧʔϓͱڀݚ
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୲ڭһ

ճ࿏̜
ूੵճ࿏̛

तɹԬా ݈Ұڭ
ミリ波無線機／第5世代携帯（5G）／ IoTバッテリーレス
無線機／ CMOS集積回路／ PLL ／原子時計／テラヘルツ
無線通信・センシング・イメージング

ॿڭ　നࠜ ಞ࢙
5G／IoT／衛星通信／無線通信／無線電力伝送／機械学習

तɹ℄ా ਸ （未来産業技術研究所）ڭ
集積回路/センサ/光半導体/バイオメディカルデバイス/
IoTデバイス/ワイヤレス電力伝送・通信

ॿڭɹԣࣜ ࢙߁ （未来産業技術研究所）
集積回路／匂いセンサ／ガスセンサ／バイオセンサ／ IoT
デバイス／エナジーハーベスティング

।ڭतɹҏ౻ ߒ೭（ナノセンシング研究ユニット）
集積回路技術／超高感度センシングシステム／
Inteligence of Things ／ Edge AI ／農業用IT

ॿڭɹཥ ঘᐄ （未来産業技術研究所）
MEMS加速度センサー／マイクロ波・ミリ波・サブテラヘ
ルツ回路／ Beyond 5G（B5G）通信システム

ಈ௨৴̜ɹ
ແઢ௨৴̛

तɹኍ ೋڭ
ミリ波導波管型高効率平面アンテナ／2次元ビーム切替一
体回路／アンテナ設計のための高速電磁界解析／2次元直
交多重伝送システム
ςχϡΞτϥοΫॿڭɹށଜ ਸ
電磁波工学に基づくアンテナ・無線通信システムの研究
大規模電磁界解析／近傍界通信システム／人工衛星搭載
用アンテナ／ミリ波帯フェーズドアレーアンテナ
ܒ ޱࡕतɹڭ
無線通信工学
B5G／IoT ／ミリ波／無線電力伝送
コネクティッドカー／自動運転
।ڭतɹ53"/ G*" ,H"/H
ギガビット級無線基幹回線ネットワーク，AIを活用する無
線リソース制御・最適化，ドローンを活用するIoTネット
ワーク
।ڭतɹ੨༄ و༸
環境電磁工学（電波吸収、遮蔽、ノイズ）／電気定数測定
／情報通信（電波伝搬、無線通信システム）／医療・ヘル
スケア情報通信技術（ボディエリアネットワーク）
।ڭतɹํ ರത
環境電磁工学／高周波材料評価法／電磁妨害の遮蔽吸収
ミリ波の生体熱作用と熱知覚／電波再帰反射体再帰反射
通信／電磁波源推定／空間音響
ಛڭतɹ౻Ҫ ً
第５世代・第６世代移動通信システムの無線伝送技術／移動通
信三次元空間セル構成技術及びネットワーク連携制御技術／
HAPSセルラーシステム／災害対応ドローン無線中継システム
ಛ।ڭतɹද ӳؽ
第5世代・第6世代移動通信システム／第5世代・第6世
代移動電波伝搬／ HAPSセルラーシステムの電波伝搬／
移動電波伝搬の国際標準化

ಈ௨৴̜ɹ
ϑΥτχΫε̛

৳ ࢁतɹڭ
シリコンプラットフォーム上異種材料融合光電子集積回路
／新機能・高速光通信半導体レーザ／自動車・モビリティ
用光レーダーシステム

ॿڭɹӍٶ ஐ（未来産業技術研究所）
集積フォトニクス／メタマテリアル／プラズモニクス／半
導体光デバイス

।ڭतɹঙ࢘ ༤࠸（未来産業技術研究所）
導波路型光アイソレータ／磁気光学型光機能デバイス／
シリコンフォトニクス／光集積回路／オンチップ光ネット
ワークデバイス
ಛڭतɹখ ݑհ
光集積回路／光・電子集積プラットフォームの光デバイス
／超高速フォトニクス／時間分解分光／光波センシング／
光干渉

ಛ।ڭतɹେ ٛ
半導体光デバイス／結晶工学／半導体プロセス

（未来産業技術研究所）ࡾೋ ࢁतɹখڭ
光エレクトロニクス／面発光レーザフォトニクス
光通信・インターコネクト／光センシング

ॿڭɹதᖛ ਖ਼౷（未来産業技術研究所）
光エレクトロニクス／波長可変レーザ／高出力レーザ／光
センシング応用のためのMEMS波長可変VCSEL、および
高出力・高ビーム品質VCSEL
（未来産業技術研究所）ߦ༟ ݪतɹ২೭ڭ
高速・低負荷光パケット転送・パススイッチングを実現す
る光ルーティング／ノードシステム、適応的歪補償光信号
処理技術および光集積デバイスの開発
।ڭतɹٶຊ ஐ೭（未来産業技術研究所）
次世代フォトニクスとして重要な光無線給電について，光
無線給電システム構築，光モジュール・光デバイス開拓，
および，多様な応用創出に向けて研究している

ಈ௨৴̜ɹ
Իɾޫηϯγϯά̛

तɹதଜ ݈ଠ（未来産業技術研究所）ڭ
超音波モータ／超音波浮揚等の超音波応用デバイスやプ
ロセス応用／光と超音波の医用健康応用／光ファイバセ
ンサとその応用
।ڭतɹాݪ ຑསߐ（未来産業技術研究所）
生体計測工学／農業計測工学／医用工学／波動工学／高
度医療画像診断／治療用デバイス／青果物の完熟度自動
判定システム／安全・安心のための戸挟み検出システム
ॿڭɹా ༗࢘（未来産業技術研究所）
超音波／音響流による流体輸送／超音波浮揚する液滴の
数値解析／有限要素法／粒子法／分布点音源法／複数材
料トポロジー最適化
।ڭतɹࠇᖒ ࣮
音響工学／超音波／メカトロニクス／電気音響変換器圧
電デバイス／弾性表面波モータ／環境振動発電高忠実度
電気音響再生／受動素子相互変調歪み
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σόΠε̜ɹ
Խ߹σόΠε̛

ګ ຊٶतɹڭ
化合物半導体電子デバイス／スティープスロープFET／
パワーエレクトロニクス集積回路／InP系／GaN系／二次
元半導体材料／結晶成長／微細加工・プロセス
।ڭतɹล ਖ਼༟
ナノ構造デバイス・フォトニクス／シリコン集積量子効果
デバイス／量子カスケードレーザ／不揮発型量子構造メ
モリ／異種材料機能創造プロセス技術

तɹएྛ ڭ
電子デバイス
Advanced 3D MISFET（Silicon）and 2D FET 

ॿڭɹफా ҏཧ
スピントロニクス／遷移金属カルコゲナイド／二次元層状
物質／磁性／バレートロニクス／電子相関／磁気抵抗効
果／スピン注入
तɹҪҰੜ（未来産業技術研究所）ڭ
半導体デバイス/材料・プロセス技術
GaN系・Si系パワーデバイスの要素技術と新構造
不純物ドーピングの原子レベル解析

ॿڭɹҪ 
半導体電子デバイス
パワーデバイス

σόΠε̜ɹ
σόΠε̛ػࢠྔ

ॿڭɹಹߴ ࢠெ（未来産業技術研究所）
自己組織化有機単分子膜のゲート絶縁膜応用
スタンプ転写法による機能性ナノデバイスの作製
2次元有機/無機材料の界面制御とデバイス応用

σόΠε̜ɹ
తσόΠε̛

।ڭतɹେݟ ढ़Ұ
半導体デバイス、集積化電子デバイス・高誘電率薄膜、
強誘電体薄膜などの機能性薄膜を用いた新構造デバイス
の研究

σόΠε̜ɹ
ςϥϔϧπσόΠε̛

तɹઙా խ༸（未来産業技術研究所）ڭ
半導体ナノ電子デバイス／テラヘルツエレクトロニクス・
デバイス・集積回路／半導体テラヘルツ光源／半導体ナ
ノ構造のテラヘルツ波応答／共鳴トンネルデバイス

।ڭतɹླ ࠨจ
テラヘルツデバイス、動的メタマテリアル、テラヘルツ応
用（無線通信、レーダー、３次元イメージング）

σόΠε̜ɹ
άϦʔϯσόΠε̛

ࢠतɹଟ ກڭ
ワイドギャップ半導体を用いた室温動作量子センサおよび
パワーデバイス／エネルギー分野および医療分野への応
用を目指し材料からシステムまで研究

।ڭतɹখࣉ 
量子暗号通信・量子コンピュータに向けた基盤技術開発
／ IV族半導体物理の深耕／量子スピン物理の解明／量子
技術を利用した新機能デバイス開発
।ڭतɹؠ ೭
ダイヤモンド中の原子レベル構造を利用した量子センシン
グおよび量子光源技術／次世代低損失パワーデバイスお
よび生体・医療応用への展開を推進

।ڭतɹ֯ౢ ೭
電子デバイス／異種材料界面制御／プロセス
パワーデバイス／太陽電池

ॿڭɹߥҪ ޛܛ
ダイヤモンド中のスピン制御技術による精密センシングおよ
びイメージング／ IoT時代に向けた新たな測定プロトコルの
開発からライフサイエンス、エレクトロニクスへの応用まで

ྉɾੑ̜ɹࡐࢠి
ΤωϧΪʔΤϨΫτϩχΫε̛

໌ ాࢁतɹڭ
高効率太陽電池の作製・評価による開発、材料系はCu（InGa）
Se2、Cu2ZnSn（SSSe）4、ペロブスカイト太陽電池とのタンデ
ム型太陽電池の開発
।ڭतɹٶౡ ৾հ
半導体材料／光電変換材料／光電変換素子（太陽電池、エ
ネルギー伝送用受光器）／Ⅳ族非晶質・ナノ結晶材料／酸
化物材料／有機無機ペロブスカイト材料

ྉɾੑ̜ɹࡐࢠి
εϐϯτϩχΫε'

तɹத ໜथڭ
スピントロニクス（垂直磁化型磁気抵抗RAM、ハーフメ
タル磁性膜応用）／エネルギー変換用高周波磁性薄膜／高
磁気異方性材料／超大容量磁気記録技術
ॿڭɹ∁ଜ ཅଠ
スピントロニクス（超磁歪材料，垂直磁気異方性材料，ハー
フメタル強磁性体）/超伝導スピントロニクス/ パワーエ
レクトロニクス用途用磁性薄膜

।ڭतɹ1H"M /"M H"*
スピントロニクス／磁性半導体／トポロジカル絶縁体／磁
気抵抗メモリ／磁気センサー／半導体スピンデバイス

ྉɾੑ̜ɹࡐࢠి
φϊɾόΠΦϑΥτχΫε̛

ଠߒ तɹֿڭ
光が持つエネルギーを貯めたり、加工したり、好きなよう
に伝搬させたり放出させたりできる表面プラズモンやメタ
マテリアルの研究を行っている

ॿڭɹᙛຑ ਅಸ
プラズモニクス／ナノ・マイクロ構造科学／バイオセンサ

।ڭतɹҏ౻ ࣏
原子を制御するアトムフォトニクスに関する研究を行い、
原子・スピン量子機能デバイスを開発する
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ྉɾੑ̜ɹࡐࢠి
༗ػΤϨΫτϩχΫε̛

জ तɹؒதڭ
有機エレクトロニクス／有機半導体デバイス（トランジス
タ、EL、太陽電池等）／有機半導体評価技術／有機誘電体
材料／有機材料電子・光物性／非線形光学／液晶
ॿڭɹాޱ େ
誘電体工学に立脚した電気電子材料物性、電気的・光学
的測定手法の研究開発 有機エレクトロニクス／誘電体物
性／有機トランジスタ／有機EL ／有機太陽電池
।ڭतɹ൧ ༟ （໌未来産業技術研究所）
有機エレクトロニクス／イメージングデバイス／液晶性有
機半導体材料／有機薄膜トランジスタ／プリンテッドエレ
クトロニクス／分子配向制御技術

ྉɾੑ̜ɹࡐࢠి
ूੵΤϨΫτϩχΫε̛

।ڭतɹੁݪ ૱（未来産業技術研究所）
集積デバイス・回路／熱電発電モジュール
新原理トランジスタ・回路

ྉɾੑ̜ɹࡐࢠి
όΠΦΤϨΫτϩχΫε̛

ಓ（情報通信系主担当）ߴ तɹதຊڭ
生物の仕組みをまねたセンサ／電子計測／組み込みシス
テム／ヒューマン嗅覚インタフェース／匂いセンサ／嗅覚
ディスプレイ

ిྗɾΤωϧΪʔ̜ɹ
౷̛ܥྗి

ςχϡΞτϥοΫॿڭɹՏล ݡҰ
電力システム工学／電力工学／発電工学／電力システム
／風力発電／太陽光発電／電力貯蔵／パワーエレクトロ
ニクス応用／最適化計算

ిྗɾΤωϧΪʔ̜ɹ
ύϫʔΤϨΫτϩχΫε'

तɹ౻ా ӳ໌ڭ
パワーエレクトロニクス／電気機器
太陽光発電／モータドライブ応用／電力変換器

।ڭतɹഡݪ 
パワーエレクトロニクスの次世代電力システム、電池電力
貯蔵システム、電気自動車、再生可能エネルギーへの応
用
ςχϡΞτϥοΫॿڭɹࠤ ݑҰ࿕
パワーエレクトロニクス機器の電力系統への応用
洋上風力発電用高圧直流送電／電力系統の過渡解析／配
電系統の電力品質

ಛڭतɹӜน ོߒ
パワーエレクトロニクス、パワー半導体デバイスのモデリ
ング

ಛ।ڭतɹాݪ ໜथ
パワーエレクトロニクス、パワー半導体デバイスのモデリ
ング

ిྗɾΤωϧΪʔ̜ɹ
ث̛ػؾి

໌ तɹઍ༿ڭ
パワーメカトロニクス、インテリジェントドライブ：磁気浮上
して回転する東工大独自の発想のベアリングレスモータの研
究、次世代自動車用モータに関する研究など
।ڭतɹਗ਼ా ګฏ
電気機器／メカトロニクス／レアアースフリーモータ／リ
ラクタンスモータ／自動車用モータ／ベアリングレスモー
タ／磁気軸受

ॿڭɹ౻Ҫ ༐հ
電気機器／パワーエレクトロニクス／制御工学／非接触
磁気支持／モータドライブ

ಛڭतɹதଜ ༟࢘
未来の人協働ロボット用軽量アクチュエータの研究／メカ
トロニクス／モーション制御

ిྗɾΤωϧΪʔ̜ɹ
ϓϥζϚɾڥ̛

Ұ߁ तɹ҆Ԭڭ
高電圧プラズマ工学・交直送配電用アークレスハイブリッ
ドスイッチ開発と接点表面の相変化研究／気液混相状態
プラズマによる難分解有機物の無機化と水再生
।ڭतɹ ر
プラズマ工学／高電圧工学／静電気工学・気液界面プラ
ズマを用いた高度水処理／プラズマによる炭素系材料改
質／電気流体力学効果とその応用
ॿڭɹશ ढ़߽
エネルギー分野への大気圧プラズマ応用
プラズマ工学／高電圧工学／電力工学
エネルギー貯蔵物質/太陽電池／ハイブリッド直流遮断器
೭（先導原子力研究所）ܚ ܀तɹখڭ
重イオン慣性閉じ込め核融合に関係した高温プラズマと
イオンビームの相互作用実験／加速器を用いた微量元素
分析技術の開発／ MeVイオンビームの医療応用
।ڭतɹ௩ ༸（先導原子力研究所）
プラズマ化学〜原子分子過程のモデル化と分光計測法開
発／プラズマ物理〜超音速加速、電磁界相互作用、電位
形成／プラズマ応用〜衛星電気推進機、原子炉廃止措置
।ڭतɹԭ ߊढ़（未来産業技術研究所）
世界に先駆けた新しい大気圧プラズマ装置を開発し、殺
菌・止血などの医療分野、単一細胞などの分析分野、表
面改質などの材料分野等に応用展開している
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ҭΛ௨ͯ͠ڭɾڀݚͳใ௨৴ٕज़ͷߴ
๛͔Ͱ࣋ଓతͳࣾձͷ࣮͠ݙߩʹݱ·͢

私たちの系は、人と親和した情報通信技術の発展を目的とする学
際的な環境を特徴とします。情報処理の基盤となるハードウェア
や信号処理技術、高度に知的な処理を実現するための機械学習技
術、人の認知の仕組みの解明、およびそれらを応用したヒューマ
ンインタフェースや医療技術など、幅広い領域の研究・教育を行っ
ています。また国内外の企業や研究機関との共同研究も積極的に
行っており、学生がそれを身近に体験できる機会も提供していま
す。情報通信技術は今後ますます発展し、社会的な役割も増えて
いくことでしょう。豊かでエキサイティングな未来の実現を牽引
する、夢と希望と活力を持った学生を養成しています。

系主任
ඌܗ Θ͔

人間情報システムG
人の感覚・知覚・認知・運動制御の仕組み
の解明とそれら機能の工学的な実現、およ
び応用システムを研究
感覚情報処理F メディア情報処理F
知的情報処理F 生体情報処理F

通信・ネットワーク・セキュリティG
情報を高速・正確・安全に伝送するための
アルゴリズムやハードウエアシステムを研究
通信方式F 情報理論F
通信ネットワークF

信号処理G
様々な信号を処理するための数理的基盤技
術や最適化アルゴリズムを研究
メディア信号処理F 逆問題F

集積回路・計算機Ｇ
高性能な計算機システムを実現するための
アルゴリズムや設計技術、および組込みシ
ステムを研究
デジタル集積回路Ｆ　高度分散情報通信システムF
アナログ集積回路Ｆ

༰ڀݚ
　情報通信系は、人に優しく持続的な高度情報通信社会
をハードウェアとソフトウェアの両面から支える基盤技
術と応用技術から成る学問領域に貢献することを目的に
しています。人を中心とした情報通信システムを構築する
ためには、人の感性やその基盤となる脳の仕組みを理解
し、人と機械が効果的に情報のやり取りを行う仕組みや
人では到底不可能な高度な情報処理を行う仕組みを創造
し、さらにはそれらを具体化するために膨大な情報を高
速に処理し伝送する技術を実現する必要があります。この
ために情報通信系は幅広い技術分野を対象とするととも
に、それら相互のつながりを重視しています。具体的には、
通信・ネットワーク、信号処理、VLSI（超大規模集積回路）、
コンピュータ、セキュリティ、メディア情報処理、生体情
報処理、感覚情報処理、知的情報処理など情報通信分野
の研究に取り組んでいます。情報通信システムは私たち
の生活を大きく変えるポテンシャルをもっており、その
フロンティアを拡大すべく常に最先端を目指しています。

ҭ༰ڭ
　修士課程では、基礎的な理解力と応用発展力を身につ
けるとともに、情報通信産業全体を俯瞰する視野を養い
ます。また同時に、国際感覚や研究開発等における強い倫
理観についても様々な活動を通して体得します。これによ
り、世界第一級の力量をもつ研究者・技術者、グローバル
に活躍できる産業界等の幹部候補を養成することを目的
としています。博士課程では、これらの能力や視野をさら
に発展させ、豊かな国際社会の実現に向けて科学・技術の
フロンティアを開拓・牽引できるリーダーとなる人材を
養成することを目的としています。
　本系およびその前身の専攻を修了した多くの修士課程
学生が電気電子関係または情報通信関連企業へ進んでい
ます。それ以外にも、機械・自動車関連、化学・材料関連か
ら金融・コンサルティングまで幅広い分野において卒業
生が活躍しています。また博士後期課程修了者は、国内外
の大学や民間の研究機関などにおいて活発な活動を展開
しています。

ϑΟʔϧυڀݚάϧʔϓͱڀݚ
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୲ڭһ

ਓؒใγεςϜ̜ɹ
ใॲཧ̛֮ײ

　 ࢠतɹۚڭ
視覚情報処理／心理物理学／空間認識／両眼立体視／両
眼視差処理メカニズム／異種感覚情報統合／眼球運動／
知覚適応
（バイオインタフェース研究ユニット）߁ तɹখڭ
計算論的神経科学／生体工学／腕の運動制御機構／
ヒューマンインタフェース：ブレイン・マシン・インタ
フェース・主観的な感覚の解析

ಛڭतɹ ϗϧϜɾϖολʔ 
（バイオインタフェース研究ユニット）

ネットワーク理論／計算論的社会科学

ಛఆڭतɹࠤ౻ ͍·Γ
コンピュータビジョン・照明方向や観察方向を変えた時に観
察される物体表面の明るさ変化に基づき実在物体の反射特
性（色艶、質感）や形状をモデル化する手法を開発している

।ڭतɹӬҪ ַେ
心理物理学/感性情報学/色彩工学/色覚/質感知覚/ヒ
トの知覚特性に基づく画像処理

।ڭतɹ ٢ଜ ಸߐ 
（バイオインタフェース研究ユニット）

脳活動情報デコーディング（運動・感情・言語など）／ブレイン・
マシン・インタフェース／機械学習／脳波／fMRI
ॿڭɹํٱ ྤඒ
心理物理学／実験心理学／視覚情報処理／視覚の時空間
特性／錯視／眼球運動／視野安定／物体位置の知覚／運
動知覚／両眼視処理／3次元知覚

ਓؒใγεςϜ̜ɹ
తใॲཧ̛

ᖒ ҳ（未来産業技術研究所）۽तɹڭ
画像処理／画像認識／ユーザインターフェイス／触覚情
報提示技術／光学センサ／バーチャルリアリティ／人工
ニューラルネットワーク

तɹਿ ெ（学術国際情報センター）ڭ
GPGPUのためのコード最適化／自動並列化コンパイラ／
ディジタル信号処理実現技術

तɹຊଜ ਅਓ（AIコンピューティング研究ユニット）ڭ
リコンフィギュラブルハードウェア／知能コンピュー
ティング／ディープラーニングプロセッサ／アニーリン
グマシン
।ڭतɹࠇᖒ （࣮電気電子系主担当）
音響工学／超音波／メカトロニクス／電気音響変換器
圧電デバイス／弾性表面波モータ／環境振動発電
高忠実度電気音響再生／受動素子相互変調歪み
।ڭतɹத୩ ౧ࢠ
ヒューマンコンピュータインタラクション／サービスデザ
イン／ユーザエクスペリエンス／コミュニケーション支援
／ウェルビーイング

।ڭतɹཱུ ܄ࡌ（AIコンピューティング研究ユニット）
システムアーキテクチャ／知能コンピュー ティング／
ディープラーニングプロセッサ／コンピュータービジョン 

।ڭतɹล ٛߒ
コンピュータビジョン／拡張現実／視覚ディスプレイ／
デジタルアーカイブ／ヒューマンコンピュータインタラク
ション

ॿڭɹνϡɾϰΝϯɾςΟΤϜ
ɹɹɹ（AIコンピューティング研究ユニット）
計算機アーキテクチャ／リコンフィギュラブルハードウェ
ア／ FPGA ／ AIコンピューティング

ਓؒใγεςϜ̜ɹ
ϝσΟΞใॲཧ̛

तɹԞଜ （ֶ未来産業技術研究所）ڭ
自然言語処理／テキスト要約／語学学習支援／テキスト
評価分析／テキストマイニング

तɹεϥϰΝΩεɾίϯελϯςΟϊεڭ
信号処理／機械学習／データアナリティクス 

ಓ（未来産業技術研究所）ߴ तɹதຊڭ
ヒューマン嗅覚インタフェース／嗅覚ディスプレイ／匂いセンサ
感性情報センシング／組み込みシステム
生物の仕組みをまねたセンサシステム
ߒխ ޱࢁतɹڭ
光工学・画像工学／分光イメージングとディスプレイ／色
再現／病理画像解析技術／ホログラフィー／ライトフィー
ルド・ディスプレイ／3Dユーザインタフェース 

।ڭतɹࣰ ོ
音声認識理解／音声言語情報処理／機械学習

।ڭतɹ୩ থҰ（未来産業技術研究所） 
バーチャルリアリティ、とくに力触覚インタフェースと物
理シミュレーション技術を基礎に、対話エージェント、エ
ンタテインメントへの応用を研究

।ڭतɹધӽଠ（未来産業技術研究所）
自然言語処理／マルチモーダル対話システム／ヒューマ
ン・マシン・インタラクション

ॿڭɹӋ ࠀਔ（未来産業技術研究所）
バーチャルリアリティ／ヒューマンインタフェース／ハプ
ティックディスプレイ

ॿڭɹ্֞֎ ӳ߶（未来産業技術研究所）
自然言語処理／機械翻訳／構文解析／自動要約

ॿڭɹ࠼ ࢁ৫
リモートセンシングデータ処理／信号処理／画像処理／
数理最適化

ॿڭɹࡾ ༟ݰ（未来産業技術研究所）
生活を楽しくするキャラクタ技術：社会的・身体的存在感
のある会話エージェント、触れ合えるバーチャル動物、感
覚運動シミュレーションによる動作生成など
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（未来産業技術研究所）࣏ݡ तɹླڭ
お手本画像を学ぶ機械・深層学習による計算知能を研究、
医師による画像診断を支援する知的なシステムを開発し、
医療を発展させることを目指している

तɹதଜ ݈ଠ（未来産業技術研究所）ڭ
超音波計測／パワー超音波／光計測／光ファイバセンサ
／光・超音波応用医用計測

।ڭतɹখඌ ࢙ߴ（未来産業技術研究所）
医療分野の情報化を支える情報システム、医療分野専用
ネットワークの構築技術、マイナンバーカードなどの認証
技術、医用画像処理・医用情報解析に関する研究 
।ڭतɹాݪ ຑསߐ（未来産業技術研究所）　
生体計測工学／農業計測工学／医用工学／波動工学／高
度医療画像診断／治療用デバイス／青果物の完熟度自動
判定システム／安全・安心のための戸挟み検出システム

৴߸ॲཧ̜ɹ
ϝσΟΞ৴߸ॲཧ̛

࣮ ࢁतɹதڭ
知覚認知や言語理解などの人の情報処理におけるヒュー
マンファクタの検討を、眼球運動や行動反応情報による基
礎研究と教育学習などでの応用研究として実施

ॿڭɹҏ౻ ઘ
信号処理／画像処理／変換とスペクトル技術

৴߸ॲཧ̜ɹ
̛ٯ

ޭ ాࢁतɹڭ
信号処理、最適化、逆問題、データサイエンスの諸問題
を解決するための普遍的アルゴリズムを創造し、画像・音
響・通信・物理探査分野などに広く応用している

ॿڭɹ؛ࢁ ণ
信号処理／最適化／逆問題／適応フィルタ

௨৴ɾωοτϫʔΫɾηΩϡϦςΟ̜ ɹ
௨৴ํ̛ࣜ

तɹ ڭ
無線通信の伝送技術とネットワークの研究に従事／特に
変復調技術の改良のため、新規のディジタル信号処理、
適応フィルタ、確率統計アルゴリズム等を開発

ಛఆڭत　Ԟଜ 
次世代移動通信システム／無線アクセス技術／無線アク
セスネットワーク／移動無線応用

ॿڭɹு ༟
移動通信／ミリ波通信／MIMOシステム／MU-MIMOシ
ステム／ユーザ・スケジューリング／無線センサネットワー
ク

௨৴ɾωοτϫʔΫɾηΩϡϦςΟ̜ ɹ
ใཧ̛

　तɹ২দ ༑ڭ
ノンパラメトリックなデータに対する情報理論の構築／
ネットワーク情報理論の展開／乱数生成法

Θ͔ ܗतɹඌڭ
暗号理論／機能付き公開鍵暗号／機能付きディジタル
署名／ユーザ認証／秘密分散／暗号プロトコル／マルチ
パーティ計算

।ڭतɹּҪ ݈ଠ
符号理論／ LDPC符号／空間結合符号／グラフィカルモ
デル／噴水符号／量子誤り訂正符号／有記憶通信路

।ڭतɹመদ ๛
無線通信／多元接続方式／物理層セキュリティ／深層学
習によるMRI再構成

।ڭतɹদຊ ོଠ
量子情報処理／情報理論的セキュリティ／代数的誤り訂
正符号／敵対的機械学習

ಛ।ڭतɹϕϥʔϧɾμχΤϧ
データサイエンス／機械学習／統計学／バイオインフォ
マティクス／システムバイオロジー
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।ڭतɹޱ ળ （໌学術国際情報センター）
情報通信工学／次世代ネットワーク運用管理技術／ネット
ワークセキュリティ／システム信頼性評価／インタークラ
ウドシステム

ूੵճ࿏ɾ̜ػࢉܭɹ
σδλϧूੵճ࿏̛

߶ तɹҰ৭ڭ
システムオンチップ設計検証自動化／高機能プロセッサ
設計自動化／高セキュリティ VLSIアーキテクチャ

࢘ಞ ڮߴतɹڭ
高性能VLSI設計システム／設計自動化（EDA）／物理設計
／製造容易化設計（DFM）／次世代リソグラフィ／グラフ
理論／組合せ最適化／同期回路／適応計算
।ڭतɹݪ ༞ࢠ
組込みシステム／Internet-of-Things（IoT）／高位合成／論
理合成／ハードウェア・ソフトウェア協調設計／Computer 
Aided Design（CAD）／アーキテクチャ・プロセッサ／FPGA

ॿڭɹా౬ ஐ　
グラフアルゴリズム／組み合わせ最適化

ॿڭɹཥ ౙ٠
指紋認証／システムオンチップアーキテクチャ／情報セ
キュリティ

ूੵճ࿏ɾ̜ػࢉܭɹ
Ξφϩάूੵճ࿏̛

 ໜߴतɹڭ
アナログ電子回路、特にアナログ集積回路に適した回路構
造や最適化設計手法の提案、高性能化、さらには低電源
電圧化、低消費電力化への対応等に関する研究

ॿڭɹ ౻ࠤੜ　
CMOSアナログ集積回路／低電圧回路技術／信号処理／
IPネットワーク／コンピュータセキュリティ

ใ௨৴༥߹Gɹ
ใ௨৴γεςϜ̛ࢄߴ

ࣜࠀ Ԭࢁतɹڭ
情報通信ネットワーク／インターネット／電話網／新世代
ネットワーク／マ ルチメディア・アプリケーション通信
技術

।ڭतɹࠤʑ 
計算機アーキテクチャ／コンピュータセキュリティ／コン
ピュータシステム／ IoT ／ワークロード解析

।ڭतɹதوܒ ݪ
リコンフィギャラブルシステム／ FPGA ／ディープラー
ニング／多値論理

।ڭतɹඌ ཧࢤ
無線ネットワーク／MACプロトコル／機械学習／コン
ピュータビジョン／ネットワークコンピューティング／
IoT／マルチモーダル
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ܥֶӦܦ %FQBSUNFOU PG *OEVTUSJBM &OHJOFFSJOH BOE &DPOPNJDT

Ͳ͏ͨ͠ΒɺΑΓྑ͍ͷΛɺΑΓ҆Ձʹޮతʹੜ࢈ɾڅڙͰ͖Δͷ͔ɺΈ
Μͳ͕ࠓΑΓ๛͔ͰͤʹͳΔͨΊʹɺͲΜͳࣾձΛઃ͢ܭΕྑ͍ͷ͔ɺ
αΠΤϯεͱςΫϊϩδʔͷ྆໘͔ΒཧࢹܥͰపఈతʹ͑ߟൈ͖·͢ɻ

刻々と変化する経済・経営状況に対応するには、モデル化、定量
分析、統計処理など科学的なアプローチの武器を研ぎ澄まして立
ち向かう必要があります。そうやって得られた知見や理解をもと
に、より良いシステムを構築し運用するためには、現場と格闘し
つつ編み出されてきた様々な工学的アプローチが大きな力を発揮
します。
このように科学と工学、理論的ベースと現場の応用の双方を会得
できるのが経営工学系の強みです。

系主任
കࣨ തߦ

先端マネジメント・パラダイム創造Ｇ
開発、生産から販売にいたる生産活動とそこ
での人間行動に注目した工学的分析を通し、
最適化手法を開発する
インダストリアル・システムF
人間中心型システムＦ
オペレーションズ・マネジメントＦ

コーポレート・システム創造G
イノベーションのドライバーである企業を科
学的に分析し、最適な企業ガバナンス、経営・
組織戦略、マーケティング、資本戦略を提示
する
企業ガバナンスシステムF
経営戦略・マーケティングF

分析技術創造G
数理・統計分析を基盤に、Aiの積極的な活用
を通して、各種情報の分析手法と経営・経済
活動の最適化手法を開発する
数理・情報技術F
オペレーションズ・リサーチF
計量経済学F
ビジネスデータサイエンスF

エコノミック・サイエンスG
経済学を基盤として経済・社会システムを分
析し、望ましい経済・社会状態を実現する政
策・制度を設計・提示する
マクロ経済学・数量経済史F
ミクロ経済学・ゲーム理論F
ヒューマノミクスF
地球環境F

༰ڀݚ
　企業経営や経済の様々な問題を、数理・科学・工学・経営・
経済学等、幅広い視点から分析し、解決を試みます。その
ため研究分野やトピックは下記のように、ほんとうに多
岐にわたります。
　経営戦略、資本調達と投資、組織管理、マーケティング
等による経営活動の戦略・財務の分析、生産管理、品質管
理、サプライチェーンマネジメント、経営情報システム等
による企業活動のオペレーション上の諸問題の解決、イ
ンダストリアル・エンジニアリング、人間工学、認知工学、
心理学等による人間活動の理解、オペレーションズ・リ
サーチ、最適化、ビッグデータ解析等による数理的な問題
解決手法の開発、ゲーム理論、ミクロ・マクロ経済学、計
量経済学、実験経済学等、数理・工学的なアプローチによ
る経済活動の分析等。

ҭ༰ڭ
　数理、経済学、経営管理学、管理技術等の４ブロックに
教育内容をまとめ、得意分野にフォーカスしつつ学習目
標を達成できるようカリキュラムを工夫しました。新たな
領域を切り開く理論構築と実践が可能な広い視野と豊か
な構想力を持つ専門家、技術者、および研究者となること
ができます。
　学部卒業生のうち約70％が大学院に進学しますが、学
部生での就職先は、製造業、コンサルタント、銀行、保険、
証券といった金融関係の方面などの業種に及んでいます。
一方、大学院修了生の場合は、製造業やコンサルティング
関係に進む人の割合がやや高くなる特徴があります。経
営・経済の各理論に精通しつつ秀でた数理能力を備える
経営工学系の卒業生は、どの業界からもたいへん高い評
価を受け、卒業生は多様な分野で活躍しています。

ϑΟʔϧυڀݚάϧʔϓͱڀݚ
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୲ڭһ

ઌϚωδϝϯτɾύϥμΠϜ̜
ΠϯμετϦΞϧɾγεςϜ'

।ڭतɹγʔϘʔϯɹέΠςΟʔ
個人的・社会的利益のために態度や行動を変える手法を
用いたインタラクティブなエージェント／インターフェイ
ス／体験のデザインと評価の研究

ઌϚωδϝϯτɾύϥμΠϜ̜ɹ
ਓؒத৺ܕγεςϜ'

ߦतɹകࣨ തڭ
感情経験を与える製品やサービスのデザイン／高齢者と
技術／人とロボット・エージェントとのインタラクション
／ステークホルダーの感情経験を考慮する経営
।ڭतɹ੨ ༸و
認知人間工学／視線解析を利用した認知タスク分析／
ユーザビリティ評価／認知タスク分析の方法開発／イン
ダストリアル・エンジニアリング
ॿڭɹӜ্ +BDRVFMJOF
認知心理学と人間の感情／人間とコンピュータのインタラ
クション／人間-エージェントインタラクションにおける
共感と感情／人間とロボットの共同作業

ઌϚωδϝϯτɾύϥμΠϜ̜ɹ
ΦϖϨʔγϣϯζɾϚωδϝϯτ'

 խາٶतɹڭ
応用統計学、特に多変量解析（グラフィカルモデルによる
統計的因果推論を中心に）と実験計画法（タグチメソッド
と呼ばれる品質設計のための実験研究について）
।ڭतɹླ ఆল
生産管理／オペレーションズマネジメント／ロジスティク
ス／サプライチェーンマネジメント／顧客満足度／顧客
価値／サービスマネジメント

।ڭतɹސ लच
リスクマネジメント／医療安全／医療オペレーションズ・
マネジメント／応用人間工学／職業安全と健康

ੳٕज़̜ɹ
ΦϖϨʔγϣϯζɾϦαʔν̛

࣏तɹਫ ᚸڭ
経営工学・金融工学上の諸問題のモデル化／オペレーショ
ンズリサーチによるアプローチ／最適化アルゴリズムの開
発と解析／モデルの求解とその評価

ੳٕज़̜ɹ
ཧɾใٕज़̛

ݾतɹদҪ ڭ
数学と情報技術を用いた最適化アルゴリズムの設計／離
散最適化／組合せ論／オペレーションズ・リサーチ／アル
ゴリズム
तɹԘӜ তٛڭ
離散最適化の理論である離散凸解析の理論構築／離散
最適化問題に対する効率的なアルゴリズムの構築／オペ
レーションズリサーチ・数理経済学など、他分野への応用

ੳٕज़̜ɹ
'ֶࡁܦྔܭ

।ڭतɹখּߒ ݪଠ
計量経済史／自然実験／医療経済学／人的資本形成／実
証経済学／応用計量経済学

ੳٕज़̜ɹ
ϏδωεσʔλαΠΤϯε'

तɹதా लڭ
オペレーションズ・リサーチと最適化と機械学習について
研究している／特に大規模なモデルを精密に解析するた
めのアルゴリズムを開発している

ίʔϙϨʔτɾγεςϜ̜ɹ
'ΨόφϯεγεςϜۀا

तɹҪ্ ޫଠڭ
コーポレートファイナンス／企業投資政策／資本政策／
コーポレートガバナンス／行動ファイナンス

।ڭतɹӬా ࢠژ
企業評価／コーポレートガバナンス／利益調整行動／資
本市場をめぐる実証研究

ॿڭɹଜ ངհ
コーポレートファイナンス／アセットプライシング／企業
ダイナミクス／マクロ経済学

ίʔϙϨʔτɾγεςϜ̜ɹ
'ӦઓུɾϚʔέςΟϯάܦ

।ڭतɹ ॔ྰ
マーケティング／流通戦略／小売業の国際化、特にコンビ
ニエンス・ストアの国際化とデジタル化戦略について
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ΤίϊϛοΫɾαΠΤϯεGɹ
ϚΫϩֶࡁܦɾྔ̛࢙ࡁܦ

ࢠګ ࣨࢁतɹڭ
歴史数量分析
とくに江戸時代日本の経済活動や災害と生活にかかわる各
種データを集積して数量分析にかけることで新知見を導く
।ڭतɹେҪ ྋೋ 
主体の異質性を考慮した経済成長モデルの開発と応用／
経済ショックの国際波及効果の理論分析／国際貿易モデ
ルの動学的拡張
।ڭतɹງ ݈
動学的マクロ経済学／経済成長／技術進歩／産業構造の
変化／異質な個人・企業のマクロ経済モデル／財政の維
持可能性／最適金融政策

ॿڭɹ܀ େี
数理統計学／計量経済学／時系列解析／ノンパラメト
リック統計

ΤίϊϛοΫɾαΠΤϯε̜ɹ
ϛΫϩֶࡁܦɾήʔϜཧ̛

ؽ तɹେڭ
効率的で公平な資源配分を実現する経済制度の設計／公
共財供給メカニズム：理論と実験／市場メカニズムの安
定性に関する経済実験／行動ゲーム理論／行動遂行理論
।ڭतɹՏ ྄
ゲーム理論／数理経済学／安定集合と経済システムへの
応用／ポテンシャルゲーム理論および交通や混雑等への
応用／マッチング理論と非分割材市場の理論的分析

ΤίϊϛοΫɾαΠΤϯε̜ɹ
ώϡʔϚϊϛΫε̛

तɹຓඌ େڭ
経営組織論、経営戦略論、情報・知識システム
知識創造行動の支援環境、外部知識の獲得活用方法、組
織間関係の再構築などの研究を進めている
।ڭतɹా ܙඒࢠ
ゲーム理論を用いた組織・サービス形態の分析／インダ
ストリアル・エコノミクス／実験経済学／数値計算／混雑・
警備・災害救助等の社会システム

ॿڭɹϗʔ όοΫ
Well-Beingを達成するサービスシステム、特に、人の行動・
態度を変革し成長を促すようなサービスに着目して研究

ΤίϊϛοΫɾαΠΤϯε̜ɹ
ڥ̛ٿ

तɹ૿Ҫ རڭ
低炭素、持続可能社会の実現に向けた統合評価モデル

（AIM: Asia-Pacific Integrated Model）の開発とそれを
用いた将来シナリオの定量化

।ڭतɹۚ ༗ࢠ
家庭部門の環境モデル構築と分析／ライフスタイル／人
口・世帯構造分析

ॿڭɹ౩ډ ༸հ
食品ロスが世界の飢餓問題、天然資源の利用、温室効果
ガス排出に及ぼす影響の評価／持続可能な開発目標にお
ける食品ロス削減の評価



27

しなやかな，身体・動き・知能，からなるソフトロボットの目標例

研究例
(左から，やわらかい翼の飛翔，機能性ロボット皮膚，やわらかい人工筋肉)

ཁ֓ڀݚ
これまでのロボット工学は、ひたすら、パワー、精度、確実性、を
目指してきた。その結果、産業界で優れた成果をあげてきたが、
一方で生き物がいとも簡単にこなす融通性と適応性に富んだ動きの
実現は容易ではない。
本プロジェクトでは、機械・電子工学、材料科学、情報科学、医学・
生物学において「やわらかさ」に関する先端研究を行っている研究
者が集結し、異分野融合研究を通して、新しいロボット学「ソフトロ
ボット学」を創成する。
本学では、「やわらかい翼の飛翔と遊泳」、「機能性ロボット皮膚」、「や
わらかい人工筋肉」に関する計画研究を進め、プロジェクトにおい
て中心的に活動を進めている。

ཁ֓ڀݚ
近年のAI、IoT化の進展により世界的にデータ流通量が増大し
ている。年率1.4倍で増加しており、20年で1000倍の無線通
信容量の拡充が必要である。
本研究では、第５世代移動通信システム（５G）の先に向けた研究
開発を行っている。５Gでは、これまでのマイクロ波(3-30GHz)
の周波数帯にあわせて、ミリ波(30-300GHz)の周波数帯が利
用される。10Gbpsを超える超高速無線通信のサービスが計画
されているが、ミリ波の扱いが難しく、5Gでは限定的な利用に
とどまる。将来の6G, 7Gのサービスでは、ミリ波の本格利用が
必須とされており、一層の高速化と高電力効率化が必要である。
本研究プロジェクトでは、国内企業との連携により、将来の6G, 
7Gに向けた技術開発を推進している。

ϓϩδΣΫτʹࢀը͢Δڭһ
鈴森　康一  教　授（機械系 P.11） 遠藤　　玄  教　授（機械系 P.11） 田中　博人  准教授（機械系 P.11）
葭田　貴子  准教授（機械系 P.11） 藤枝　俊宣  講　師（生命理工学院） 難波江裕之  助　教（機械系 P.11）

ϓϩδΣΫτʹࢀը͢Δڭһ
岡田　健一  教　授（電気電子系 P.17）
白根　篤史  助　教（電気電子系 P.17）

科学研究費助成事業新学術領域� ιϑτϩϘοτֶ

総務省電波資源拡大のための研究開発� ϛϦແઢ௨৴

දతͳڀݚϓϩδΣΫτ
࣓ੑôۚଐôಋମҟछࡐྉूੵʹΑΔྗిػθϩܕ
ϑΥτχοΫϧʔλͷ։ൃ

ୈ�ੈҠಈ௨৴γεςϜʢ̑ GʣͷߋͳΔߴԽʹڀݚ͚ͨ։ൃ

ཁ֓ڀݚ
現在も増え続ける大容量コンテンツによる通信トラフィックと、
IoT (Internet of Things)による粒度の小さい新たなトラフィッ
クの増加に対応した、ネットワークを支える基盤技術が求められ
ている。本研究では、柔軟な信号伝送を低消費電力で実現する次
の特徴を有するフォトニックルータの実現を目標とする。
・ 光-電気変換不要の光スイッチベースの時分割多重とルーティング
・遅延量無制限のシームレスな光バッファ処理
・光経路を固定した状態で待機電力消費が無い
・電子回路の処理負荷と消費電力を大幅低減
これらの機能を発現するために必要な要素デバイスを開発し、磁
性体、金属、半導体を異種材料集積技術よってワンチップ上に集
積したシリコン光集積回路として実現する。

科学技術振興機構（JST）CRESTプログラム� ৽ͨͳޫػޫੑͷൃݱɾར׆༻Λ࣠جͱ͢Δੈ࣍ϑΥτχΫεͷج൫ٕज़

ϓϩδΣΫτʹࢀը͢Δڭһ
水本　哲弥  理事・副学長 西山　伸彦  教　授（電気電子系 P.17） 
庄司　雄哉  准教授（電気電子系 P.17、科学技術創成研究院) 雨宮　智宏  助　教（電気電子系 P.17、科学技術創成研究院）
池田　和浩  氏（国立研究開発法人　産業技術総合研究所）【共同研究者】
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దԽٕज़࠷༂͢Δ׆ͷ༷ʑͳ໘ͰֶӦܦ

ΑΔֵ৽తηϯαγεςϜͷग़ʹޚ੍ߴηϯαͷࢠମྔݻ

৽ܕίϩφΠϧεʹΑΔॏٵݺෆશऀױͷͨΊ
ͷੈ࣍ܕ &CMO ͷڀݚ։ൃ

ཁ֓ڀݚ
実務における様々な問題が、よく似た最適化モデルで記述される
事がしばしばあります。例えば工場の仕事を機械に割り当てる問題
はマッチング問題と呼ばれ、その理論は研修医の病院への割当や、
複数センサによるデータベースを融合する際に用いられています。
消防署等の施設配置問題は、電子基板の部品配置問題、埠頭での
コンテナ配置問題、建物の歪センサ配置問題等が似た構造を持つ
ことが知られています。製造業における作業処理順決定問題を解
く技術は、荷物の配送順決定問題や、電子基板の穴あけ順決定問
題に使われています。経営工学系分析技術創造グループは、最適
化理論の深化と共に、適用範囲の拡充を目指しています。

ཁ֓ڀݚ
　本研究では、東工大を中核拠点として4企業・2国
研・5大学が連携したネットワーク型研究拠点を構築
し、固体量子センサの物理から応用まで一気通貫な
研究開発を実施しています。室温・大気中でも優れ
たスピンコヒーレンス性を持ち、量子状態の初期化
と読み出しを光で行うことが可能なダイヤモンドNV
センタ（窒素-空孔対）を活用した量子計測・センシン
グデバイスのプロトタイプを開発し、社会実装を目指
しています。

【研究開発目標】
　高い感度と高い空間分解能を持つ脳磁計測システ
ムに関するプロトタイプを開発します。
　電池やパワーデバイスの電流・温度をモニタリン
グするシステムに関するプロトタイプを開発します。

ཁ֓ڀݚ
　人工肺と血液ポンプで構成されるECMOは、重症な心不全・呼
吸不全患者の心臓と肺を補助する生命維持装置です。特に、新
型コロナウイルス（COVID-19）等によって重症呼吸不全に陥っ
た患者の最後の切り札としてECMOが使われています。しかし、
COVID-19患者は極めて高い血液凝固傾向を示すことが明らかに
なっています。もともと抗凝固剤による血栓予防は脳出血等のリス
クがありましたが、COVID-19患者ではより一層、そのコントロー
ルが困難になっています。
　そこで本プロジェクトでは学外の医学部と共同で、血液ポンプを
用いた血流場の適切な制御によって血栓を予防しつつ、万一血栓
が生じた場合は超早期に自動検知可能な次世代型ECMOを開発し
ています。また、血流場の制御による血栓予防の原理解明を通して、
様々な医療機器の血液適合性向上を推進しています。

系独自で推進する研究プロジェクト�

文部科学省 光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）� ηϯαࢠମྔݻ

日本医療研究開発機構（AMED）ウイルス等感染症対策技術開発事業� CMOͷ։ൃ&ܕੈ࣍

ϓϩδΣΫτʹࢀը͢Δڭһ
松井　知己  教　授（経営工学系 P.25）
塩浦　昭義  教　授（経営工学系 P.25）
水野　眞治  教　授（経営工学系 P.25）
中田　和秀  教　授（経営工学系 P.25） 

ϓϩδΣΫτʹࢀը͢Δڭһ
土方　亘  准教授（機械系 P.12）

ϓϩδΣΫτʹࢀը͢Δڭһ
波多野睦子  教　授（電気電子系 P.18） 酒井　忠司  特任教授（工学院） 岩崎　孝之  准教授（電気電子系 P.18）
荒井　慧悟  助　教（電気電子系 P.18） 中川　茂樹  教　授（電気電子系 P.18） 西山　伸彦  教　授（電気電子系 P.17）
岡田　健一  教　授（電気電子系 P.17） 高村　陽太  助　教（電気電子系 P.18） 大礒　義孝  特任准教授（電気電子系 P.17）
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ใܭӃ౷ֶ
  工学院教員数   （令和2年５月１日現在）

区分 教授 准教授 講師 助教 合計
ܥցػ 23 26 0 17 66

γεςϜ੍ܥޚ 9 10 0 6 25
ܥࢠిؾి 14 16 0 14 44
ใ௨৴ܥ 11 8 0 10 29
ܥֶӦܦ 10 12 0 6 28
合　　　計 67 72 0 53 192

  工学院学生数  　
՝ఔ （令和2年５月１日現在）ֶ࢜

1年次 2年次 3年次 4年次 総合計 合
計系・コース 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 全体

留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生
ܥցػ

351 17 38 8

128 5 9 0 142 8 8 0 164 11 12 1 463 25
γεςϜ੍ܥޚ 46 2 4 0 50 3 2 0 55 4 7 0 164 9
ܥࢠిؾి 75 4 5 1 71 1 4 1 95 2 7 1 257 10
ใ௨৴ܥ 50 1 2 1 40 0 10 1 56 2 6 0 164 5
ܥֶӦܦ 60 2 3 0 55 0 6 0 64 2 11 1 199 5

合　計 351 17 38 8 359 14 23 2 358 12 30 2 434 21 43 3 1247 54 1636
※１年次は，学院所属となるため，全体の総数を表示している。　※系合計は，２年次から４年次までの合計を表示している。

म࢜՝ఔɹೖֶఆһ��� （令和2年５月１日現在）
1年次 2年次 総合計

系・コース 男子 女子 男子 女子 全体
留学生 留学生 留学生 留学生 留学生

機械系 機械コース 140 33 8 3 155 29 15 7 318 72
機械系 エネルギーコース 21 3 1 1 9 5 1 0 32 9
機械系 エンジニアリングデザインコース 12 2 2 0 14 2 1 0 29 4
機械系 ライフエンジニアリングコース 13 0 1 0 20 4 1 0 35 4
機械系 原子核工学コース 4 1 0 0 5 1 0 0 9 2

小　計 190 39 12 4 203 41 18 7 423 91
システム制御系 システム制御コース 56 15 6 3 57 7 4 2 123 27
システム制御系 エンジニアリングデザインコース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 56 15 6 3 57 7 4 2 123 27
電気電子系 電気電子コース 124 23 9 5 130 23 9 8 272 59
電気電子系 エネルギーコース 11 0 0 0 11 1 1 1 23 2
電気電子系 ライフエンジニアリングコース 10 0 0 0 7 0 1 0 18 0
電気電子系 原子核工学コース 5 0 0 0 7 0 0 0 12 0

小　計 150 23 9 5 155 24 11 9 325 61
情報通信系 情報通信コース 83 27 14 9 88 20 15 13 200 69
情報通信系 ライフエンジニアリングコース 4 1 1 1 9 7 0 0 14 9

小　計 87 28 15 10 97 27 15 13 214 78
経営工学系 経営工学コース 61 9 12 5 60 5 11 5 144 24
経営工学系 エンジニアリングデザインコース 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0

小　計 61 9 13 5 61 5 11 5 146 24
合　計 544 114 55 27 573 104 59 36 1231 281

1年次 2年次 総合計

複合系コース 男子 女子 男子 女子 全体
留学生 留学生 留学生 留学生 留学生

エネルギーコース 67 11 11 6 73 19 7 2 158 38
エンジニアリングデザインコース 21 2 10 3 25 4 5 1 61 10
ライフエンジニアリングコース 82 12 24 12 73 19 26 8 205 51
原子核工学コース 41 10 9 3 42 7 5 3 97 23
知能情報コース 71 29 6 5 69 12 8 3 154 49
都市・環境学コース 45 3 18 3 50 4 24 7 137 17

※１年次（R1年９月，R2年４月入学），２年次（H31年４月以前入学）
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തظޙ࢜՝ఔɹೖֶఆһ�6� （令和2年５月１日現在）

1年次 2年次 3年次 総合計

系・コース 男子 女子 男子 女子 男子 女子 全体
留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生

機械系 機械コース 24 9 3 2 19 9 3 1 32 15 1 0 82 36
機械系 エネルギーコース 1 1 1 1 1 0 0 0 3 1 0 0 6 3
機械系 エンジニアリングデザインコース 2 0 0 0 2 0 2 2 2 0 1 0 9 2
機械系 ライフエンジニアリングコース 1 1 0 0 2 2 0 0 2 0 1 1 6 4
機械系 原子核工学コース 0 0 1 1 2 1 0 0 3 3 1 1 7 6

小　計 28 11 5 4 26 12 5 3 42 19 4 2 110 51
システム制御系 システム制御コース 9 4 0 0 7 4 0 0 13 7 1 1 30 16
システム制御系 エンジニアリングデザインコース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 9 4 0 0 7 4 0 0 13 7 1 1 30 16
電気電子系 電気電子コース 29 11 5 5 37 20 3 3 31 16 1 1 106 56
電気電子系 エネルギーコース 0 0 0 0 2 1 0 0 2 1 0 0 4 2
電気電子系 ライフエンジニアリングコース 4 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 6 1
電気電子系 原子核工学コース 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

小　計 34 12 5 5 41 22 3 3 33 17 1 1 117 60
情報通信系 情報通信コース 17 9 3 3 16 8 1 1 25 10 7 5 69 36
情報通信系 ライフエンジニアリングコース 2 1 1 1 2 2 1 1 7 5 1 0 14 10

小　計 19 10 4 4 18 10 2 2 32 15 8 5 83 46
経営工学系 経営工学コース 2 1 1 0 3 2 3 3 11 3 3 2 23 11
経営工学系 エンジニアリングデザインコース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　計 2 1 1 0 3 2 3 3 11 3 3 2 23 11
合　計 92 38 15 13 95 50 13 11 131 61 17 11 363 184

1年次 2年次 3年次 総合計

複合系コース 男子 女子 男子 女子 男子 女子 全体
留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生 留学生

エネルギーコース 9 5 2 2 11 2 2 1 14 5 3 2 41 17
エンジニアリングデザインコース 4 1 0 0 3 1 3 2 2 0 1 0 13 4
ライフエンジニアリングコース 25 12 7 7 15 8 6 5 17 8 4 2 74 42
原子核工学コース 12 3 3 1 6 3 1 1 18 7 8 4 48 19
知能情報コース 12 6 5 3 21 9 3 1 26 8 6 2 73 29
都市・環境学コース 9 4 5 2 15 8 5 3 14 4 10 6 58 27

※１年次（R1年９月，R2年４月入学），２年次（H30年９月，H31年４月入学），３年次（H30年４月入学）

  受託研究採択状況    （令和2年12月現在）
年　度 採択件数 採択金額（千円）

平成 27 年度 31 1,510,299 
平成 28 年度 48 1,273,790 
平成 29 年度 51 910,291 
平成 30 年度 72 1,712,631 
令和 元 年度 54 1,620,301 
令和 2 年度 48 1,568,897 

合　計 304 8,596,209 

  令和2年度科学研究費補助金採択状況   （令和3年1月1日現在）
科研費の種類 採択件数 採択金額（千円）

基盤研究（Ａ） 55 164,112
基盤研究（Ｂ） 88 196,334
基盤研究（Ｃ） 41 31,512
若手研究（Ｓ） 1 2,860
若手研究（Ｂ）／若手研究 23 33,007
新学術領域研究（研究領域提案型） 15 62,592
挑戦的研究（開拓・萌芽） 14 25,071
研究活動スタート支援 3 4,160
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ）） 1 598
学術変革領域研究（Ａ） 1 11,960

合　　　計 242 532,206

工学院教員との産学連携研究に関する問い合わせ先・申込み先：

工学院産学連携室
63-� IUUQ���JDV�TFOH�F�UJUFDI�BD�KQ� &�NBJM� JDV�TFOH!F�UJUFDI�BD�KQ

東京工業大学　研究・産学連携本部
63-� IUUQT���XXX�PSJ�UJUFDI�BD�KQ� &�NBJM� TBOHBLV!TBOHBLV�UJUFDI�BD�KQ
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